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わが国の湛水直播栽培について

水稲直播研究会 顧問  鷲尾 養

〇 戦後の直播栽培の推移

直播栽培が特に注 目されるよ うになったのは、昭和 10年代後半の戦争末期か ら戦後の

農村労働力の不足が著 しくなった頃である。一方では食糧が不足 し、特に主食の増産が緊

急の課題であった。

しかし、当時の稲作は殆 どの作業が手作業で、 10a当 た りの所要労働時間は 150時

間を超えていた。そこで、この労働時間を短縮するため手作業を機械化するための畜力や

動力の作業機の開発利用の努力がなされると共に、多 くの労働時間を要 した田植 えを無く

す直播栽培の研究が進め られるようになった。主力は乾田直播栽培であったが、作業機の

性能が不十分で出芽苗立ちが安定せず、有効な除草剤 もなかったので除草も不確実で生育

。収量が不安定で普及が困難であつた。そのため農村労働力が増加す るにつれて直播栽培

への関心が薄れた。

昭和 30年代になって工業化が進められ

て農村労働力の都 市へ の流 出が盛ん とな

り、稲作の省力化が必要 となって再び直播

栽培の研究 と普及定着に力が注がれるよう

になった。そこで直播用作業機 の開発・改

良や除草剤の開発が盛んに行われ、直播栽

培技術の安定性が増す と共に農家の関心も

高まった。 このよ うな直播栽培研究 と同時

に技術の研修や現地での実証試験が各地で

行われ、直播栽培の普及 が徐々に増加 して

昭和 49年には約 55, 000haの 普及

を見るに至った。その内訳は乾 田直播が

94%・ 湛水直播が 6%で あった。

口書水こ嬌

=辱
田直嬌

その後、昭和 50年代 になって機械移植栽培が急速に普及 し、安定度が劣る直播栽培は

減少を続け平成 7年 には約 5, 000haと なった。 しか し、最近は徐 々に増加 して平成

17年には糸勺1 5, 000haに 達 し
‐
でいる。

-1-

第 1国 最盛用の直播裁培面積の性移
._(■盛|'「壼縁測肛 1996,



○ 湛水直播栽培の変遷

北海道では保護苗代による育苗技術が確立 される昭和の初期頃まで、蛸足式の播種機 に

よる湛水直播栽培が主に行われていたが、他の地域では直播栽培は殆 ど見られなかった。

その後、前述 したように昭和 30年代以降の農村労働力不足に対応す るために、直播栽培

の普及に力が注がれ普及面積は徐々に増加 して昭和 49年には約 55, 000haに 達 し

た。 この間、昭和 40年代始めまでは乾田直播 より湛水直播のほ うが普及が多かったが、

昭和 30年代後半頃か ら省力効果の期待が大きい乾田直播の研究 と普及が主力 となって普

及面積 も湛水直播は停滞 し、乾田直播が多 くなっていった。

当時の湛水直播は浸種・催芽 した籾をそのまま播種 していたので、代かきした土中に播

種すると出芽が著 しく劣るため表面播種であった。それでも出芽が不安定で生育中の倒伏

も容易であることから普及は減少を続 け、現在は表面播種の湛水直播はごく僅かになって

いる。

昭和 40年代後半か ら過酸化石灰 を種籾に被覆す る方法 と、この種籾を土壌 中に播種 し

て稲 を育てる湛水土壌中直播栽培の研究が行われ、昭和 50年代に入って普及段階に達 し

た。その後、この湛水土壌中直播栽培が全国的に普及 し、徐々に面積 を増加 している。 こ

の間に過酸化石灰剤の成分が変わ り、被覆法 も改善 されるとともに、栽培管理の方法も改

良されて技術の安定度が高ま り、普及面積は乾田直播栽培より多 くなつている。また、表

面播種の湛水直播が極めて少なくなっていることか ら、湛水土壌中直播栽培が湛水直播 と

して認められていると言える。

現在の普及面積 (平成 17年 )は乾田直播栽培が約 5,000haで 湛水直播栽培が約

10, 000haと なってお り、最近の傾向としては、乾田直播は愛知県でやや増加 して

いる他は停滞気味であ り、湛水直播は北陸 。東北で増加 している。

第 1表 最近 3カ 年の直播栽培の普及状況

辛甚‐フ

地 域名 平成 13 平成 15 平 成 17 平成 13 平 成 15 平成 17

北海道 77 72 78 74 100 132
ラ相:」ヒ 99 94 98 1987 2445 2912

関東東 山 320 272 221 399 462 535
1ヒ 陸 175 157 146 1652 3274 4850
東 海 588 766 1259 299 203 169
近 畿 60 67 59 556 760 911

434中国 四国 2829 2928 3008 279 391
九 州 398 444 486 398 460 364
沖 縄 0 0 0 0 0 0

全 国 4546 4800 5355 5644 8337
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○ 湛水直播栽培技術の特徴

現在の湛水直播は、過酸化水素剤で被覆 されたコーティング種籾を代かきした土中に播

種する栽培法で、従前の浸種 した種籾をそのまま表面播きす る方法は殆 ど行われていない。

湛水直播栽培の栽培管理技術の主要な基本は

① 適度に浸種・催芽 された種籾を正確にコーティングす ること

② 播種機の播種量を適切に調整 して土中に確実に播種す ること

③ 播種後出芽まで落水状態 とし、出芽後は十分湛水 して速やかに初期除草剤 を散布す

ること

④ 土中か ら出芽 した稲が確実に土壌に固定 し、除草剤の効果が十分発揮 され るように

水管理に注意すること

⑤ 初期の窒素の肥効を過剰に しないこと

以上は直播栽培稲の欠点 とされていた出芽・苗立ちの不安定 。雑草防除の不確実 。栄養

生長の過剰・倒伏の多発生等を改善 して、生育・収量を安定 させる技術的要点である。こ

れ らのポイン トを更に絞つて云えば、湛水直播栽培の成否は

「種籾の正確なコーティングと播種後の落水状態による出芽苗立ち安定確保」

に係っていると云つても過言ではない。 コーティングが正 しく出来ていない種籾は、播種

作業中にコーティングが剥がれて軽 くな り土中に播種することが出来ないために、表面播

種 となって鳥害を うけた り、倒伏 し易い稲に育つ原因となる。また、剥がれたコーティン

グの破片が播種機の中に詰まって播種が正確に行えなくなる。 さらに、播種後田面が均一

に落水状態に保たれることによって速やかに揃った出芽が得 られ る。正確なコーティング

と播種後の落水状態の確保によって速やかに安定 して均一な出芽が出来れば湛水直播は半

ば成功 した と言えよう。

湛水直播が行われている現地を回ってみると、コーティングの失敗 と播種後の落水の不

十分なことが認められることが多 く、出芽が不安定で稲の生育 。収量も安定せずに普及・

定着を妨げている例が少なくない。雑草防除や施肥の技術に習熟 していない点もあるが、

出芽が不安定であることが最大の普及阻害要因と考えられる。湛水直播は既にかな り安定

した技術 となつているが、出芽までのスター ト時点で正確なコーティングと確実な落水出

芽の基本技術を守ることが今後の普及 を推進するために極めて重要である。
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開催 日時 :

場  1所 :

平成 18年度 水稲直播研究会現地検討会 (宮城県JA加美よつば地区)

平成 18年 8月 28日  9:30～ 16:30

宮城県加美郡加美町内直播圃場 (小泉、下新田、平柳、米泉)及び宮城県古川農

業試験場

JA加美よつば

JA加美よつば稲作部会直播栽培研究会

大崎農業改良普及センター

水稲直播研究会

JA加美よつば水稲直播研究会員 (30名 )、 水稲直播研究会員 (33名 )、 宮城

県内農業者及び農業団体関係者 (12名 )、 宮城県関係者 (15名 )、 東北農政局

(2名 )、 東北農研センター (2名 )

平成 18年度水稲直播現地検討会資料一式

・ 各展示圃の概要書

・ 各展示圃の調査結果 (平柳 と米泉の 2地区各 4展示圃)

。宮城県における水稲直播栽培の状況

・ 水稲直播栽培米のアンケー ト調査について

。水稲直播栽培に登録のある除草剤一覧表 (会誌第22号参照)

・ 水稲直播栽培の普及面積 (全国版)  ( 同  上  )

主  催

参 集 者

配布資料

現地展示園視察 ;

1)小泉地区の展示圃

4展示圃のうちクボタの条播展示圃とササキの点播展示圃は、カラス害が著 しく5月 下

旬移植に切 り換えた。 したがって視察展示回はヤンマーの条播展示圃とイセキの点播展示

圃の 2箇所となった。

耕種概要と苗立ち状況は以下のようであった。

調査項 目 ヤンマー 展示 園 イセキ点播展示圃

面積 (a)

前作

91

イネ

78

イネ
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品種

播種 日

播種量 (乾籾換算 )

カルパーコーティング量

土つ くり  堆肥

基肥    施用法

施用量

N(成分量)

P(成分量)

K(成分量)

作溝・水管理 溝切 り

播種後落水

芽干 し

中干 し

苗立状況 (5月 31日 調査 )

除草斉1    1回 目

2回 目

出穂期

登熟歩合 (1.9≦ ,%)

収量 (精 玄米重、kg/10a)*

塑針立上ヒ(%) ***

窒素含量 (%)**

蛋白質含量 (%)**

ひ とめばれ

5月 8日

2.5 kg/10a

2倍重

な し

側条

25,4kg/1oa(ひ とめばれ専用)

3.0

6.1

4.6

5月 9日 、 6月 15日

5月 8日 ～ 15日

5月 24日 ハウ29日

8月 6日 ～ 13日

28.4本 /ぽ

5月 17日

キックバイ

5月 30日

イネエース

8月 17日

80.6

348

89.9

1.09

6.5

ひ とめばれ

5月 8日

2.3 kg/10a

2倍重

牛糞 lt/10a

側条

29.6kg/10a(ぶ な)

3.8

5.9

5.3

5月 8日 の 1回

5月 9日 ～ 16日

5月 26日 ^ν 6月 2日

1週 ごと間断潅水

43. 7本 /ぽ

イネ 1.5Lの 時に トップガン

フロアブル

8月 18日

89。 7

388

92.9

1.02

6.1

*  坪刈 り調査 6m分 (1.8ぽ )

** ニ レコ社の近赤外分光分析計「NIR6500」 による推定値。ケルダール分析値によ

る補正な し。

*** 穀粒判別器「サタケRGQ1 10A」 による分類。3回測定 (1,000粒計測 ×3反復)の平
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均値。90%を超えると品質良の判定。

担当した農家の人の話は、最高のできばえとのことであった。この地帯は粘土質が多く水

持ちのよい水田であるとのことであった。

2)下新田地区の展示圃

イセキ点播、クボタ条播、ササキ点播、ヤンマー条播の 4展示圃を視察した。このほ場

は、ホタルイとヒエが多発 したため、 6月 21日 にハイクリブームスプレーヤーを使って

落水状態でバサグラン液剤またはクリンチャーバスME液剤を散布 した。ハイクリブーム

スプレーヤーの車輪跡がその後の水管理で有効に働いたとのことであった。また、ササキ

点播とヤンマー条播各展示圃は前作のイネわらをすき込んだ圃場であった。移植田を含め

全体が波打つているようにみられた。農家の人の話では、地形全体が北から南に傾斜 して

おり、灌漑管理上必要とのことであった。南端の農道に近い水田ほど良い米がとれるとの

話であった。ホタルイ、ヒエは抑えられていたが、 4展示圃の中ではやや雑草も多く、生

育が不揃いであった。

耕種概要と苗立状況は以下のようであつた。

理製塾 __________∠上艶墨錮L_2奎埜壺旦 _上左墜壺旦
=壁

笙二墾聾 l

面積 (a)         50     50     50     50

品種           ひ とめばれ  ひとめばれ  まなむすめ  まなむすめ

前作           イネ     イネ     イネ     イネ

播禾重日           5月 9日    5月 9日     5月 9日     5月 9日

播種量          2.5 kg/10a   2.6 kg/10a  2.4 kg/10a  2.9 kg/10a

カルパー コーティング量  2倍 重     2倍 重    2倍 重    2倍 重

土つ くり   堆肥    lt/10a    lt/1oa    な し    なし

基肥 施用法       全層     全層     全層    全層

施用量 (清流の里) 30kg/10a   30kg/10a   30kg/10a  30kg/10a

N(成分量)    3.0      3.0      3.0     3.0

P(成分量)    7.2      7.2      7.2     7.2

K(成分量)    5.4      5.4      5.4     5.4
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作溝・水管理

溝切 り

播種後落水

芽干 し

中干 し

苗立状況 (5/31調 査)

除草剤  1回 目

2回 目

3回 目

出穂期

登熟歩合 (1.9≦ ,%)

収量 (精玄米重、kg/10a)*

整粒比 (%)***

窒素含量 (%)**

蛋白質含量 (%)**

5/9、  6/21

5/9～ 18

5/28～6/2

7/2～ 15

38.1本 /ぷ

5/20

キックバイ

6/3

トップガンF

6/21

バサグラン液

8/22

69.2

397

90.0

1.08

6.4

5/9、  6/21

5/9′ ン`18

5/28^ψ 6/2

7/2へ′15

23.4本 /ぷ

5/20

キックバイ

6/3

トップガンF

6/21

クリンチャー

バスME液

8/21

73.9

463

92.4

1.14

6.8

5/11、  5/14   5/11、  5/14

5/9ハV15      5/9´ ン`15

5/24～ 27     5/24^ウ 27

6/11^V30     6/11^ウ 30

8/15′～21     8/15´ 2ヽ1

23.2本/r   15.1本 /ポ

5//181         5/18

キックバイ  キックバイ

6/4           6/4

トップガンF トップガンF

6/21          6/21

バサグラン液  バサグラン液

8/22

73.2

487

92.7

1.15

6.9

8/22

71.4

384

92.0

1.10

6.6

*  坪刈 り調査 6m分 (1.8ぽ )

** ニ レコ社の近赤外分光分析計「NIR6500」 による推定値。ケルダール分析値によ

る補正な し。

*** 穀粒判別器「サタケRGQ1 10A」 による分類。3回測定 (1,000粒計測 ×3反復)の 平

均値。90%を 超えると品質良の判定。

3)平柳地区の展示圃

残草も少なく良好なイネ姿であった。

4展示回の耕種概要 と苗立状況、茎数の推移は以下のようであった。
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調査聾斐L__________三上上土L量益回_三笙i∠条播園 _イ ヤキ点播圃 ヤンマー条播圃

面積 (a)        35     50     50     50

品種          ひ とめばれ  まなむすめ  まなむすめ  まなむすめ

播種 日         5月 9日    5月 9日    5月 9日    5月 9日

播種量 (乾籾換算)    3 kg/10a   2.6 kg/10a  2.2 kg/10a   2.6 kg/10a

前作           イネ     イネ     イネ     イネ

カルパー コーティング量  2倍 重    2倍 重    2倍 重    2倍 重

土′⊃くリ   ル能1月巴       0.8 t/10a     O.8 t/10a     O.8 t/10a     O.8 t/10a

基肥   施用法     全層    全層     全層    全層

施用量 (清流の里) 20 kg/10a  20 kg/10a  20 kg/10a  20 kg/10a

N(成分量)   2.0    2.0      2.0     2.0

P(成分量)  4.8    4.8     4.8     4.8

K(成分量)  3.6    3.6     3.6     3.6

作溝・水管理

溝切 り     なし    5/9      5/9     なし

播種後落水   5/10～ 16  5/10～ 16   5/10～ 16   5/10～ 16

芽干 し     5/227～ 31 5/27～31   5/27～ 31   5/27～ 31

苗立状況 (5/31調査)   47.6本 /ポ  49.9本 /ぷ   32.5本 /ポ   40.6本/ぽ

茎数 (本/ピ)6/9調査   64.0    79.1     39.7     55.9

6/20         132.7        119.2          65.01         101.9

6/30         330.0        282.5         168。 1         271.5

7/10         470。 8        456.7         311.7         426.0

7/20         390.6        450.0         345.4         410.1

8/1          398.8        435.0         341.2         365.0

8/10         368.5        404.2         312.5         335.8

除草剤    11回 ::1           5/18‐          5/18          5/18          5/18

キックバイ  キックバイ   キックバイ  キックバイ

2回 目1          6/2          6/2           6/2            6/2

ラクダーF   ラクダーF  ラクダーF   ラクダーF

出穂期          8/20    8/19     8/20     8/19



登熟歩合 (1.9≦ ,%)

収量 (精 玄米重、kg/10a)*

整粒比 (%)  ***

窒素含量 (%)**

蛋白質含量 (%)**

83.1

426

91.1

1.13

6.7

67.8

468

90.8

1.21

7.2

53.6

410

90.1

1.29

7.7

62.2

493

91.5

1.24

7.4

*  坪刈 り調査 6m分 (1.8ぽ )

** ニレコ社の近赤外分光分析計「NIR6500」 による推定値。ケルダール分析値によ

る補正な し。

*** 穀粒判別器「サタケRGQ1 10A」 による分類。3回測定 (1,000粒計測 ×3反復)の平

均値。90%を 超えると品質良の判定。

4)米泉地区の展示圃

視察に先立ち、午後の部の開会式が行われ、改めて平岩会長並びにJA加 美よつばの三浦

常務から挨拶があった。JA加美よつばの司会のもと、普及センター並びに担当農家から各

展示圃の概要説明があった。 6月 の視察ではササキ点播展示回の苗立数が少なめであった

が、今回の視察では丁度よいイネ姿となっていた。

各展示圃の耕種概要と苗立状況、茎数の推移は以下のようであつた。

調査項 目 ササキ点播圃 ヤンマー条播圃 クボタ条播圃 イセキ点播圃

面積 (a)

品種

前作

播種 日

播種量

カルパーコーティング量

土つ くリ  ケイカル

基肥  施用法

施用量 (ぶな)

N(成分量)

P(成分量)

30

まなむすめ

イネ

5月 8日

3.2 gkノ 10a

2倍重

20 gW10a

全層

30 kg/10a

3.9

6.0

58

まなむすめ

イネ

5月 8日

2.7 gkノ10a

2倍重

20 gk/10a

側条

29kgノ 10a

3.8

5.8

61

ひとめばれ

イネ

5月 8日

2.9 gkノ 10a

2倍重

な し

側条

32 kg/1oa

4.2

6.4

44

ひとめばれ

イネ

5月 8日

2.5 gk/10a

2倍重

なし

側条

30 kg/10a

3.9

6.0
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K(成分量)

作溝・水管理

溝切 り

播種後落水

芽干し

中干し

苗立状況 (5′31調査 )

茎数 (本ノぽ)6/9調 査

6ノ20

6/30

7/10

7/20

8/1

8/10

除草剤   1回 目

2回 目

出穂期

登熟歩合 (1.9≦ ,%)

収量 (精玄米重、kg/10a)*

整粒比 (%)  ***

窒素含量 (%)**

蛋白質含量 (%)**

5.4 5。2 5.8 5.4

6/17

5/8´ ′ヽ15

5/21´ ′ヽ25

6/10へ′15

8/5′ ′ヽ12

41.1本 /ポ

71.4

109.1

268.0

451.9

439.0

415.8

382.3

5/16

キックバイ

5/29

ラクタ―゙フ
°
口‐F

8/18

67.6

604

89.5

1.14

6.8

6/17

5/8´ヽ́ 15

5/21´ ′ヽ25

6/10′ ′ヽ15

8/7′ ′ヽ14

51.4本 /ポ

75.2

137.5

339.2

466.7

434.2

379.2

320.0

5//16

キ ックバイ

5/29

ラクタ―゙フ
°
口‐F

8/16

87.1

435

91.3

1.17

7.0

5/6、  5/8

5/8～ 15

5/24′ ヽ́ 25

7/9⌒‐18

8/3～ 5

71.6本 /ポ

97.4

227.6

469.8

569.5

503.5

486.8

367.1

5//16

キ ックバイ

5/29

ラクタ―゙フ
°
口‐F

8/15

86.2

444

91.4

1.05

6.3

5/6、  5/8

5/8～ 15

5/24′ ′ヽ25

7ノ9^V18

8/3′ ′ヽ5

51.5本 /ぷ

75.7

166.7

426.9

553.6

487.2

469.4

454。 9

5/16

キックバイ

5/29

ラクタ―゙フ
°
口‐F

8/19

83.3

496

91.3

1.05

6.3

*  坪刈 り調査 6m分 (1.8ぽ )

** ニレコ社の近赤外分光分析計「NIR6500」 による推定値。ケルダール分析値によ

る補正なし。

*** 穀粒判別器「サタケRGQ1 10A」 による分類。3回測定(1,000粒計測×3反復)の平

均値。90%を 超えると品質良の判定。
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5)宮城県古川農業試験場の展示圃

浅野主任研究員の説明で試験圃場を視察 した。湛水直播栽培の回場は、低アミロース米

を中心に播種時期を変えて試験をしていた。 4月 26日 、 5月 10日 、5月 24日 の早・

中・晩の 3播種期と中生の晩のひとめばれ・まなむすめ及び低アミロース米のたきたて (

中生の晩)・ スノーパール (中 生の中)・ ゆきの舞 (早生の晩)の 5品種について栽培試験

をしていた。播種量は4 kg/10aで カルパーコーティング量は等倍量、播種後落水管理を実

施 した。除草剤はサンウエル+ラ クダープロ+ザーベックスDXの 3回処理を行なった。

茎数の推移は、ひとめばれの例でいずれの播種時期も6月 9日 で100本/ぽであったが、5月

10日 播種のものは6月 30日 で600本 /ポ 、7月 10日 前後にピークを迎え650本 /ポ程度と

なり以降減少 している。5月 24日 播種のものは6月 30日 で400本 /ぱ前後でピーク時は5

月 10日 播種 と同様に7月 10日 前後で620本 /ぽ となって以降減少 している。4月 26日 播

種のものは7月 21日 前後にピークを迎え500本/ぽ前後で以降減少している。

幼穂が1皿1に成長 した幼穂形成期と出穂期は以下のようであった。

播種 日 品種 幼穂形成期 (幼穂lmm)  出穂期

4月 26日

5月 10日

5月 24日

ひとめばれ

まなむすめ

たきたて

スノーパール

ゆきの舞

ひ とめばれ

まなむすめ

たきたて

スノーパ一ヽル

ゆきの舞

ひとめばれ

まなむすめ

たきたて

ス ノーパ 一ヽル

7月 23日

7月 22日

7月 23日

7月 22日

7月 15日

7月 24日

7月 24日

7月 24日

7月 23日

7月 16日

7月 29日

8月 1日

8月 2日

7月 31日

8月 16日

8月 15日

8月 17日

8月 14日

8月 10日

8月 18日

8月 17日

8月 18日

8月 16日

8月 17日

8月 22日

8月 23日

8月 24日

8月 21日
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ゆきの舞 月 23日 8月 15日7

室内検討 ;

司会 宮城県大崎農業改良普及センター 技術次長 日塔 明弘

座長 官城県農業振興課 技術補佐 斎藤 富士男

1)情報提供

(1)官城県における水稲直播栽培の状況―別添資料参照

官城県農産園芸課 技師 添田 哲男

全国と東北の直播栽培面積の推移、地域別直播栽培面積の推移、播種様式別の推移、栽

培品種の推移について情報提供があった。

平成17年度の全国の直播栽培面積は15,000 haで 、そのうち東北地域は3,000 haで福島県、

山形県が多く次いで秋田県となっている。官城県ではここ数年増加傾向にあり、冷害年も

あったりして直播栽培が見直されている。平成18年度の直播栽培面積は253 haと なってい

る。

地域別の面積の推移では、大崎地域は頑張って増加 してきてお り、その他では高温障害が

起こる地域で実施されている。受託面積を増やす農家や野菜栽培等の地帯で増加 してきて

いる。止める農家の原因は播種後の水管理失敗による苗立不良で、特に1年 目で失敗 して

止めていく農家が多い。

播種法は圧倒的に条播が多く8割強を占めているが、点播も増加 してきている。播種機の

性能アップで湛水直播栽培が多く、乾田直播は雑草管理が難 しく増えていない。

品種ではひとめばれが多く7～ 8割を占め、銘柄米・売れる米の栽培が多い。その他の品

種では、作期分散を含めて今年からまなむすめを奨励 しているので、直播栽培が増加 して

きている。また、たきたての直播栽培も増えてきている。官城県では、生育ステージをか

えて高温登熟を回避する取 り組みと気象変動に強い直播栽培を県の重点事項として奨励 し

ている。

今後の課題 としては、1年 目で止める農家のフォローがあり、水管理や除草剤処理のタイ

ミング等で指導が必要と考えている。

座長 :品種別の内わけで、平成18年度のその他の品種を教えてください。
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添 田 :た きたて  13 ha、 もちむす め 5.4 ha、 みや こがね もち 5 ha、 コシ ヒカ リ 1.6

ha、

おきにいり 0.8 ha。 コンタミ防止の上で品種を分けて直播に取 り組む人が多い。

(2)「水稲直播栽培米」のアンケー ト調査について

BASFア グロ株式会社 東北地区系統マネージャー 桜井 幹三

アンケー ト調査をするに至った背景は、JA加美よつばから消費者の直播栽培米に対する

反応を知 りたく、マーケット調査の依頼があった。

札幌、仙台、東京、名古屋の主婦 100名 に 11の調査項目を設けてアンケー ト調査を実施

した。結果は79名 からの返事があり、そのうち58名 はコメン トつきの返事であった。50～

60代 の人が60%以 上であったが、若い人も何人かいた。

直播栽培米については80%の 人が知らないとし、特徴として米つぶが大きく、ふっくら

としているかという質問では94%が イエスとし、旬の米を食べたいかとの質問では 10

0%がイエスと答えている。シャキシャキした感触があったかの質問では、質問内容が難

しかったこともあり分からないとの答えが多く、米は体に優 しいかとの質問では81%が

イエスと答えている。減減栽培米には関心が強く、エコファーマーの名前を使った栽培米

には 86%が 食べたいとし、今後、直播栽培米を食べたいとしたものは95%が イエスの答

えであった。

コメン トの代表的なものは、ふっくらして甘くおいしい、友人にいただいて食べてみたが

米た立っていておいしいので機会をみて買う、弾力がありさめてもつやがありおいしい。

まとめてみると価格次第で2,500円 /5 kg程度なら買う、光沢 。つや 。弾力がありおいしい

との反応があった。

全体をまとめてみると、生産者を明記 したことで安心してコメン トを書いてくれたと思わ

れる。直播米の認知度が低く全国アピールが必要と感 じ、旬の米の評価が高く、一方で価

格の面でのフォローが必要と感 じた。

座長 :直播米の差別化ということで、一般的評価について意見を聞かせてほしい。

平岩会長

差別化 して直播米を売っている話は聞いたことがない。北陸農試にいたころの話で、高

温障害によるいわゆる白濁米が少なく、見かけの品質もよく食味もよいデータをみたこと
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がある。

下坪委員

直播米を差別化 して販売している例は、インターネット等ではあるかもしれないが本格

的ではない。

経営安定化対策の取 り組みの中で、今後大規模個別農家又は集団営農の中で直播栽培をき

っちりと位置付けるうえで、直播の特徴を生かしていくことは非常に大事なことである。

今回の視察圃場の苗立数は10～ 70本/ポの範囲にあった。福岡県の事例では、直播の穂 自

体は二次枝梗が少なく、特異な登熟をする面があった。これも苗立数で大きく変動するが

60～ 80本/ぽの苗立数は品質のよく、移植 と比べて遜色がない。現地の結果をみると、苗

立数にかなりのバラツキがある。これ ら4箇所の展示圃の食味の検討をすれば方向性がで

てくるものと思 う。

安定した苗立を確保することが重要です。また側条の全層施肥ではっきり生育に差が出て

きている。そこで直播の特徴を生かしておいしい米を作る時に、どの辺がおいしいのか消

費者側 。生産者側の両面から検討を進めていく必要があろうかと思 う。播種様式別にみる

と大きな差はなかったが、今後食味の面を含めて最終結果を見ることは楽しみである。

意見交換 ;

座長 :あ らかじめ質問を用意 しておいたので、これらの質問から討議を進めます。

仙台地区からの質問 :担当者不在

。初期害虫対策 (イ ネミズゾウムシ)について

佐藤 (県農産振興課 )

例年移植田では5月 末から6月 はじめに本田に侵入 し、それ以降加害が起こる。5月 10

から20日 の移植では生育が進んでおり、被害が少ない。また箱処理でいもち病との同時

処理が行なわれてお り、全県下密度が低 くなってきている。直播栽培では侵入 してくる段

階ではイネが小さく被害が出る場合がある。移植田の要防除水準は 80頭/株 であるが、

この水準は直播には合わず、確認 した時点で薬剤処理が必要である。

・直播実施にあたっての行政支援 (市町村毎)の 内容について、及び播種機導入の際の支

援について
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添田 (県農産園芸課 )

県の方針 として普及展示圃を増や していく。稲作の重点推進 4本柱があるが、気象変動

に強いとい うことで直播栽培を取 り上げている。金銭的支援では、市町村支援補助金 とい

うことで昨年度から各市町村ごとにいくつかのメニュー (大規模圃場支援補助金等)が あ

り、その中の一つに直播栽培があり、2,000円 /10aの 補助を実施 している。播種機導入の

支援では、全自動コーティング機を含めて水田農業整備事業として一部補助をする。いく

つかの支援メニューがあるので県関係機関に相談してほしい。

今野 実 (加美よつば直播研究会会長):2,000円 /10aの 支援補助金を受けているが、3年

できれるので継続 してほしい。

添田

普及定着をねらった事業であるので、3年経過すれば十分定着 したとみて打ち切 りとな

っている。継続は難 しい。十分定着して栽培面積も増加 してきているのでよろしくお願い

したい。

座長 :あ らか じめ用意 した質問にもどります。

・登米地区か らの質問 :木皿 (登米農業改良普及センター )

ラジコンヘ リによる散播で苗立数確保が うまくいっていないのでア ドバイスをお願い し

たい。また散播で浅播きとな り水 を張ったがカラス害で失敗 した。WCS(ホールクロップ

サイ レージ)の場合についてもア ドバイスをお願い したい。

荒木 (東北農研 )

WCSと 普通栽培では基本的に変わ りはない。WCSでは専用品種の利用を勧めたい。

橘 (東北農研 )

上の固さによって変動する。落水管理での管理は厳 しい。鉄 コーティング技術は鳥害を

かな り防げる面があが、出芽に時間がかかる。倒伏の問題 もあるが、専用品種の利用で回

避可能である。

岡村委員

ラジコンヘ リによる散播は難 しい。以前は散播用 として専用のカルパー剤があ り3倍重

で播種 していたが、土壌均平が通常直播 より厄介で現在はほとん どなくなった。1:1コ ー

ティングではコーティング種子重量が軽 くな り浮いて しま う。また代かき直後の播種は作

業的に一般性がない。鉄コーティングの技術は表面播きが基本で、酸素補給がないので土
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中に入 ると発芽が悪 くな りよくない。

座長 :WCSへのカルパー剤の適用についてお尋ねしたい。

末次 (保土谷化学株 )

湛水直播水稲用の適用となつているので、その範疇で判断願いたい。

農水省が平成 19年 当用期から新たに飼料用 (WCS)稲 の適用枠を設けること、また、

現在飼料用 (WCS)稲 に使用できる農薬について作物残留を確認 した剤について19年 当

用期からの適用に向けて農薬登録申請を受け付けるとの情報を入手しました。本件に

ついて農水省に情報確認 し、カルパー粉粒剤 16については、飼料用 (WCS)稲 への適用

拡大に向けて登録申請 (平成 19年4月 登録予定)に入 りましたのでご報告致しますc

岡村委員

WCSがイネであれば使えると思 う。WCSと いう栽培法で登録が必要となると時間がかかる。

座長 :WCS栽培に使える薬剤の調査の過程で、カルパー剤の記載がなかった。

岡村委員

WCS栽培でも宮城県ほか他県での使用実績はある。

座長 :県の判断としてWCS栽培での使用基準には、カルパー剤は記載されていないので、

使わない方向の指導をしているとのことでした。

(要 コメン ト追加 )

・石巻地区からの質問 :人 島 (石巻農業改良普及センター)

l ha規模の直播栽培を実施 しているが、田面の高低差があり、苗立むらができる。また

落水管理を実施 しているが、除草剤処理のタイミングをはかるのが難 しいのでア ドバィス

願いたい。

大川 (県古川農試 )

やはリー発除草剤だけではうまくいかない。播種後の湛水条件で除草剤処理を行 うが、

一発除草剤の場合はノビエ 2L(=イ ネ lL)が 処理時期となるが、適期幅が1～ 2日 しかなく

非常に厄介である。雑草が残ってしまった場合は、落水条件での散布剤を考える。

岡村委員

除草剤の処理タイミングもさることながら、均平化工夫と同時に田面を額ぶち状に溝を

切って、水の出し入れをスムースにすることが大切である。除草剤処理は播種後落水管理

を4～ 5日 として、湛水 して1回 目の初期剤を入れ、その後雑草の生え具合をみて中期剤
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をいれる体系処理が必要である。溝切 り機が市販されているので、これを利用 して水の出

し入れを容易にすることも可能である。ノビエとイネの葉令の判断は現場では難 しいので、

その地域にあわせて播種後の日数で除草剤処理のタイミングを決めておくことをお勧めし

たい。

岡村委員

先ほどイネミズゾウムシの話があったが、アドマイヤー水和剤は直播用登録があり、カ

ルパーコーティングの時にサンドイッチ状にコーティングする技術で西南暖地では多くの

使用実績がある。

渋谷 (JA加美 よつば稲作部会長 )

3つの件について質問をします。

その 1 生育についての質問です。グラフで茎数の 目標数値が出ているが、直播栽培では

有効茎数が9倍 に増えてなおかつ有効茎歩合が80%を 超 えているのは、直播イネの特色なの

か ?

資料か らみると、米泉地区の④の例では51.5本 /ど の苗立で、8月 10日 の時点の有効茎数

は459.4本 /ピで有効茎歩合は82.2%と なっている。また圃場視察の時はよくみてとれたが、

苗立のよい②の例では有効茎歩合が68.5%と 悪い。一つの種籾から有効穂数が何倍に増え

るかとみると、④の例では9倍 となっている。

これからすると4つ の圃場で特色のある茎の出方があるが、特に初期の生育がよかったも

のが有効茎歩合は下がるし、初期生育が緩慢であったもの、①、④が81,6%と 高い有効茎歩

合を示している。

その2 減農薬直播栽培についてです。米の需要は、環境にやさしく低農薬・減農薬栽培

米の評価が高くなってきている。今後直播栽培で農薬がどの程度減らせて、減農薬直播栽

培ができるのか?

その 3 低 コス ト栽培についてです。今後労働時間軽減の面でどの作業部分が軽減できる

か ?

先ほど藤原様か ら直播栽培は家族にや さしい話があったが、低 コス トの中ではいわゆる低
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コス トと労働コス トがあるものと考えている。労働の軽減については、官城県ではおおむ

ね収穫まで30時間かかる。その中で移植の苗箱播種作業と田植作業に3時間かかる。これ

らの時間が直播によって削減できるが、溝切 り等の管理が増えて帳消しになってしまうの

ではないかと思 う。

浅野 (県古川農試 )

その 1の質問について

苗立が最初少なければ、分けつ数が増えて最高分けつ期の分けつ数がそのまま有効茎に

つながっている。最初苗立数が多ければ、そのまま茎数増となるが、最高分けつ期以降有

効茎歩合が下がる傾向がある。

今年の気候からして移植の場合でも分けつ数が少ない傾向で推移 したことで、有効茎歩合

が高まっているようで、やはり今年の天候も要因としてあげられる。分けつ数の増える時

期の温度とか、基肥とかの要因が重なれば、かならず しも直播で有効茎歩合が高い推移を

するということではないと思 う。

下坪委員

有効茎歩合との関係ですが、基本的に直播の場合は1号分けつというか、第1葉のころか

ら分けつがはじまるので、移植に比べて有効茎歩合は落ちる。私見ですが、当初苗立数が

少なめで後半天気がよく推移するような場合は、かなり目標穂数を確保 しながらかつ有効

茎歩合の高い形になる。こうした形は見方を変えれば、かなりきわどい管理というか、栽

培管理が要求される。ですから安定性を考えた場合には、目標値にあるように最初有効茎

歩合が上がってその後下がるような形がよい。南から北と地域性を考えると、北のほうほ

ど有効茎歩合が移植でも高い形になりますので、日標値をどの辺に設定するかということ

に関しては、十分に情報を持っている県の試験場などに相談してください。

座長

その 2の質問について

減農薬では、県の方針 として農薬節減栽培を指導 している関係で、移植栽培では使用す

る農薬の成分数をカウン トしてお り、 18成分としてお ります。直播栽培では標準的な農

薬の成分数をカウン トしているが、おおよそ移植並みと考えている。 しかし1～ 2成分は

減 じられると思 う。ただ実際には減農薬の方向で取 り組んでいるものと思 うが、1回 目の
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除草に失敗 して、残草対策で余分な処理を行なう場合もあるのが実態かと思う。

その 3の質問について

かっては低コス トとして直播を県としても推奨 したことはあったが、昨今ではかならず

しも直播で低コス トという言葉を使わなくなってきているようである。

確かに労働時間的には、育苗とか苗運びの時間が省けるけれども、ご質問のようにほかの

面でお金もかかるし、物財費もかかる等でケースバイケースと思 う。

高橋 (JA加美 よつば理事 )

減農薬の質問で、JA加美よつば管内では、日標は8成分以内に抑える基準で取 り組ん

でいる。今年の場合はいもち病 (葉いもち)が大豆跡でかな り発生をみたので、いもち

剤が1回増えているケースがあ りますが、大体 8～ 9成分以内 |こ お さまっている。

座長 :時間もせまってきましたので、最後の質問を受けます。

今野 (JA加美よつば営農指導員 )

その 1 エコファーマーについて

その 2 冬季代かき直播栽培について

座長

以上2点の質問については、宿題 とさせていただきたい。エコファーマーについては

県でも検討中です。

高橋 (JA加美よつば理事 )

JA加美よつばでは、来年度からは じまる19年度対策事業の中で、環境問題が重要な

位置付けとなって くると考えてお りま して、エコファーマーや減農薬栽培について検討 し

ていきたいと考えてお りますので、県のほ うでも十分検討 くださるよう要望 します。

以上
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平成 18年度 水稲直播研究会 JA加美よつば地区現地検討会

開催要領

1.開催の趣 旨

水稲直播栽培は、稲作生産の低コス ト・省力技術として、また、作期の延長ある
いは高温障害回避対策技術として期待され、最近その栽培面積も徐々に増加 し、特
に湛水直播は著 しく仲展 しています。
JA加美よつば地区では、平成 17年に水稲直播研究部会を設立 して極めて積極

的に湛水直播栽培技術の確立に取り組んでおり、技術の確立について当研究会に協

力の要請があり、以来カルパーコーティング技術の研修をはじめ、会員メーカーに

よる機械播種の実演、稲作期間中のほ場巡回なども一緒に実施 してまいりました。

米どころ宮城の大崎地域で安定的な直播稲作を展開することは極めて有意義であ
り、熱心な取 り組みを行っている大崎。加美よつば地区で、安定的に湛水直播栽培
を継続 し、発展させるために必要な技術上の諸問題を検討するため現地検討会を開

催することといたしました。

2.開催 日時 平成 18年 8月 28日 (月 )9:30～ 16:00
午 前 :ほ場調査 (加美町小泉・下新田・平柳地区展示ほ)

午 後 :ほ場調査(13:00～ 15:00米泉地区、古川農業試験場内ほ場)

室内検討会 (15:00～ 16:30)

3.開催場所  古川農業試験場会議室

4.集合場所  加美よつば農業協同組合 営農センター(9:30)
〒 981-4265宮城県加美郡加美町字矢越 220
'「EL 0229‐ 63-3761

(※ 当 日、古川駅 に 9:Oo発 の貸切バ スを用意致 しますので ご利用下 さい。)

議  題   JA加 美よつば地区における湛水直播稲作の現状と課題

参集範囲 JA加美よつば水稲直播研究会会員、水稲直播研究会会員、宮城県

内農業者及び農業団体関係者、宮城県関係者、古川農業試験場、

農業改良普及センター、農林水産省、東北農政局、東北 ,1墜 研セン

ター

7.主  催 JA加 美よつば、JA加美よつば稲作部会直播栽培研究会、

大崎農業改良普及センター、

水稲直播研究会

５

　

６

事 務 局

現地連絡先

水稲直播研究会  (担当 林   翼 )

〒 105-0∞4東京都港区新橘 5‐ 1‐5 新橋古川 ビル (財 )農産業振興奨励会内

TEL,03‐ 3434‐ 7401  FAX1 03‐ 3434‐ 5883

大崎農業改良普及センター (技術主査 渡追 真紀子 氏)

〒 989‐ 6117宮城県大崎市古川旭 4‐ 1‐ 1

´
「 EL 0229‐ 91‐0726 FAX1 0229‐ 23‐0910

加美 よつば農業協同組合 (営農販売部 農産振興課 課長補佐 今野 幸弘 氏 )

〒 98卜4265宮城県加美郡加美町字矢越 220
´
r・El_′ 0229-63‐ 3761  FAX 0229‐63‐3768
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○日 程

時  間 内  容 場   所

9:30

9:30^‐ 9:45

9:45^- 10:15

10:30～  ll:10

ll:15～  11:45

12:00^- 12:45

13:00～  14:00

14:30^- 15:00

15:00^- 16:30

―集 合―

―移 動―

1 現地視察

①小泉地区

②下新田地区

③平柳地区

―昼  食―

―午後の視察ほ場へ移動―

④米泉地区

―古川農業試験場へ移動―

2 古川農業試験場内ほ場祝察

3 室内検討 (15:00～ 16:30)

「||=播 栽培の現状及び課題について 」

①話題提供

・県内の直播 1;た 培の取組及び課題

・JA加美よつばの直播米アンケート調

査結果について

②栽培技術に関する意見交換

③その他

JA加美よつば営農センター

加美町小泉

加美町下新田

加美町平柳

JA加美よつば営農センター

加美町米泉

古川農業試験場内ほ場

古川農業試験場会議室
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耐病性検定回場
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現地視察 資料

区域 宮 崎 宮崎 宮 崎 宮 崎

ほ場名 小泉① 小泉② 小泉C) 小泉(4)

生産童氏名 今 野 宴 今野 突 今野 実 堀 鏡 芳 昭

品種名 ひとめばれ ひとめばれ ひとめばれ

面橿 (a) 81.00 75.(】D 91.00 78.00

播種機メーカー クボタ ササキ ヤンマー イセキ

畳担生主 条 播 点撮 条 播 点 橘

播種日 5/8 5/8 5/8 5/8

畳担量 29 22 2.5 2.3

カルハ
・―粉粒剤16 カルハ

・―粉粒剤16 カル
・ヽ―粉粒剤:6 カルハ

・―粉粒剤 16

2倍 2倍 2倍 2倍

資材名 堆 肥11 土づくり

施用量 (kE/1oa) 1000

施用方法 側 条 全 層 働条 側 条

種 類 ひとめばれ専用 ひとめばれ専用 ひとめばれ専用 ぶ な

施用量 (k2/1oa) 277 30 254 296

N成分量 (kg/1oa) 33 36 30 38

P成分量 (蹂/10a) 66 7.2 6.1 59

12 基 肥

K成分量 (kg/10a) 50 54 46 53

清きり 5/9 5/8

落水出芽 5/8～ 5/15 5/9～ 5/16

13 作清・水管理①

芽千し 5/24～ 5/29 5/26～ 6/2

苗立数 (本 /ボ ) 27 6.5 284 43714 苗立ち状況

(5/31調査 ) 苗立率 (%) 2.4 7.5 290 485

月 日 5/:7 5/17 5/:7雑草防除①

薬剤名 キックハ
・
イ1キ ロ粒剤 キツクハ

・
イ1キロ粒剤 キックハ

・
イ1キロ粒剤 トッフ

・
力
・
ンフロアフ

・
ル

月 日 5/30

15

雑草防除②

薬剤名 イネエース1キ ロオ立斉11

月 日 7/27 8/5病害虫防除①

菜剤名 アチーフ
・

1キロ粒剤 フ
・
ラシンフロアフ

・
ル,トレホ

・
ン早L斉 lj

月 日 8/8 8/25

16

病害虫防除②

薬剤名 カスラブサイド粉剤DL Mr.シ
・
ョーカーEVV

清きり 6/15

中 千 t 3/6～ 3/:3 1週間ごとに関断かん水

17 作清・水管理②

中干し

18 出穂期 3/17 8/18

19 備考 前作 :大豆

鳥害著しく5月 下旬移植に切り替える

①
クボタ
条播

l②

lササキ

|―鳥害のため,移植

キセ‥
掲

④
子
点

―鳥害のため,移植 ひとめばれ
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現地視察 資料

の ほ
`D

区域 中新 田 中新田 中新田 中新田

ほ場名 下新田(T) 下新田② 下新田C) 下新田¢)

近 田利樹 高橋 勧 高橋 動生産量L医名 近田利樹

品種名 ひとめlま ,れ ひとめばれ まなむすめ まなむすめ

面積 (a) 49_65 49.59 49.68 49.65

ササキ播種糧メーカー クボタ イセキ ヤンマー

播種様式 条 播 点播 点 播 条 播

播種日 5/9 5/9 5/95/9

播種量 2.5 2.6 24 2.9

カルハ
・―粉粒斉116 カルハ

・―粉粒斉116 カルハ・―粉粒剤16カルハ・―粉粒斉11610 コーティング資材

2倍 2倍 2倍 2倍

資材名 堆肥 堆 肥11 土づくり

施用量(kg/10a) 1000 1000

全 層施用方法 全 層 全層 全 層

種 類 清流の里 清流の里 清流の里 清流の里

施用量 (贖 /10a) 30 30 30 30

N成分量 (厳/10a) 3.0 30 30 30

P5t`)壼 l(k饉/1oa) 7.2 7.2 7.2 7.2

12 基 肥

5.4 5.4 5.4K成分量(峰/10a) 5.4

5/115/14溝きり 5/9 5/9 5/11,5/14

落水出芽 5/9～ 5/18 5/9～ 5/18 5/9～ 5/15 5/9～ 5/15

13 作満・水管理①

芽干し 5/28～ 6/2 5/28～ 6/2 5/24～ 5/27 5/24～ 5/27

苗立数 (本/パ ) 38.1 234 232 15114 苗立ち状況

(5/31調 査) 苗立率 (%) 389 23.0 26.0 14.0

月 日
5/20 5/18 5/185/20雑草防除①

キックハ
・
イ1キロネ立斉リ キックハ

・
イ1キロ粒斉1薬剤名 キックハ

・
イ1キロ粒剤 キックハ

・
イ1キロオ立斉1

月 日 6/3 6/3 6/4 6/4雑草防除②

薬剤名 トッフ
・
力
・
ンフロアフ

・
ル トッフ

・
力
・
ンフロアフ

・
ル トッフ

・
力
・
ンフロアフ

・
ル トッフ

・
力
・
ンフロアフ

・
ル

月 日 6/21 6/21 6/21 6/21

15

雑草防除③
ハ
・
サク
・
ラン液斉1 ハ・サク

・
ラン液斉1薬剤名 ハ・サク

・
ランR女斉嗜 クリンチャーハ

・
スME液剤

7/5 7/5
月 日

3/1 3/1病害虫防除①

薬剤名 フ
・
ラシン粉斉リ 7・ラシン粉斉」 オリセ

・
メート粒斉1 オリセ

・
メート1立斉1

月 日
8/14 3/14 7/26 7/26病害虫防除②

薬剤 名 Mrジョーカー粉剤 フ
・
ラシン粉斉」DL フ

・
ラシン粉斉りDLMrジョーカー粉剤

8/7 8/7月 日

16

病害虫防除③

薬剤 名 アチーフ
・

1キロ粒斉1 アチーフ
・

1キ ロ1立斉」

6/21溝きり 6/21

中干し 7/2～ 7/15 7/2～ 7/15 6/11～ 6/30 6/11～ 6/30

17 作満・水管理②

中手 し 3/15～ 3/21 3/15～ 8/21

18 3/21 3/22 8/22出和期 3/22

19 備考 8/2ロミカ粒剤施用

①
クボタ
条播
ひとめばれ

l②       l③        l④
lイセキ      |サ サキ      |ヤ ンマー

lgLば
れ
  1曇鯛Lすめ  1套ぷLすめ
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現地視察 資料

の

区域 中新 田 中新 田 中新 田 中新田

ほ場名 平柳① 平柳② 平柳③ 平柳④

生産者氏名 佐々木兵次 佐々木兵次 佐々木兵次 佐々木兵次

品種名 ひとめばれ まなむすめ まなむすめ まなむすめ

面積 (a) 3500 5000 5000 50.00

播重墨墜
=カ

ー ササキ クボタ イセキ ヤンマー

播種様式 点 播 条 播 条 播点播

5/9 5/9播重旦 5/9 5/9

2.6播種量 3.0 22 2.6

カルハ
°
一粉粒剤16 カルハ

・―粉粒剤16 カルハ
・―粉粒剤16 カルハ・―粉粒剤1610 コーティング資材

2倍 2倍 2倍 2倍

資材名 堆 肥 堆肥 堆 肥 堆 肥11 土づくり

施i用 量 (kノ loa) 800 800 800 800

施用方法 全 層 全 層 全 層 全 層

種 類 清流の里 清流の里 清流の里 清流の里

施用量 (kg/1oa) 20 20 20 20

N成分量 (kg/10a)
20 20

P成分量 (峰/10a) 48 4.8 4.8 4.8

12 基 肥

K成分量 (kg/10a)
3.6 36 36 3.6

溝きり 5/9 5/9

落水出芽 5/10～ 5/16 5/10～ 5/16 5/10～ 5/16 5/10～ 5/16

13 作清・水管理①

芽干し 5/27～ 5/31 5/27´‐5/31 5/27～ 5/31 5/27～ 5/31

苗立数 (本 /市 ) 476 49.9 32.5 40.614 苗立ち状況

(5/31調査 ) 苗立率 (%) 40.5 51.6 39.7 42.0

月 日
5/18 5/18 5/18 5/18雑草防除①

キックハ
・
イ1キロオ立斉」 キックハ

・
イ1キロホ立斉1薬剤名 キックハ

・
イ1キロオ立斉1 キックハ

・
イ1キロ粒剤

6/2 6/2 6/2
月 日

6/2

15

雑草防除②

薬剤 名 ラクタ
・―フ

°
ロフロアフ

・
ル ラクタ

・―フ
・ロフロアフ

・
ル ラクタ

・―フ
・ロフロアフ

・
ル ラクタ

・―フ
・ロフロアフ

・
ル

月 日
7/23 7/23 7/23 7/23

アチーフ
・
粒剤 7 アチーフ

・
粒 剤 フ

病害虫防除①

薬剤名 アチーフ
・
オ立メロ17 アチーフ

‐
‡立斉17

7/31 7/31 7/31
月 日

7/31

16

病害虫防除②

薬剤 名 フ
・
ラシンt分斉lDL フ・ラシン粉斉lDL プラシン粉剤DL フ

・
ラシン粉剤DL

溝きり

中干し

17 作溝・水管理②

中干し

18 出穂期 3/20 3/19 8/20 8/19

19 備考

①
ササキ
点播
ひとめば,れ

②
クボタ

③
イセキ
点播
まなむすめ

l④

l予ンマー
1条播
|まなむすめ

条播
まなむすめ

-26-
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ほ場 名 品 糟・播 種 様 式 菫 寸

`cm) =数
(本 /ぶ ) 葉数 (枚 ) 菫 士 rcm) 茎薇(本ノ耐 ) 葉数 (枚 ) 草 丈 (cm) 葉数(枚 )

平柳① ひとめばれ・点犠 145 640 37 240 1327 56 396 304 330.0 75 385

平 枷 (2) まなむすめ・条播 196 791 38 326 119.2 55 35.6 368 2825 75 361

平柳C) まなむすめ・点播 19_3 397 37 309 650 53 337 355 1681 77 371

平柳④ まなむすめ・条糧 206 559 39 325 101.9 55 35_9 394 27:5 76 361

平 均 185 597 3_8 300 1047 55 362 355 263.0 76 370

ほ場 名 品種・播椰様 式

7ょ」0日

菫丈 (cm)

7』20日

菫丈 (cm)

_壁ユ旦

草丈 (cm)

平柳0 ひとめばれ・点播 449 4708 90 42.0 672 3906 102 393 771 3988 108 375 64

平柳② まなむすめ・条播 49.6 4567 88 40.4 706 4500 102 419 813 4350 111 37_2 84

平細C) まなむすめ・点播 474 3117 91 436 710 3454 106 408 794 3412 116 411 60

平細 (al) まなオ,すめ4播 49.9 4260 91 412 70.7 4101 104 410 809 3650 113 362 5.2

平 均 480 4163 90 418 699 3990 104 408 797 3850 112 380 65

ほ場 名 品 繕・糧 種 機 式 章丈 (crn) 望強(ホ′耐 ) 葉徴 (枚 ) 幼穂長←m)

平柳C) ひとめばれ・点播 824 3685 120 275 160

平柳② まなむすめ・条幡 912 4042 12.7 29.2 100

平 糊 (3) まなおすめ・点経 892 3125 132 32.3 120

平極C) まなむすめ・条播 889 335.8 12.8 293 180

平 均 87.9 3553 ,27 296 140

平柳地区 草文の推移

6/10  6/20  0/30  7/10  7/20  3/1   3/10

「
~

平柳地区 茎数の推移

6/10 6/20 6/30 7/:0 7/20  3/1  8/10

月日

∞

８０

６０

４０

２０

０

（
Ｅ
ｏ
）
メ

掛

鰤

ｍ

佃

知

ｏ

（■
ヽ
長
）
橿
欄

|― ササキ |

|… … クホ
・
夕 |

|― ――イセキ |
|_.._ヤ・′7_|
1    1′

｀
 .

|_二 日標 ‐

月 日
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現地視察 資料

宮 崎区域 宮 崎 宮 崎 宮 崎

来泉C)ほ場名 米泉① 米泉② 米泉C)

今野芳 男生産者氏名 藤原輝之 藤原輝之 高橋 良

品種名 まなむすめ まなむすめ ひとめばれ ひとめばれ

面積 (a) 30.11 58.11 60.67 44.44

播種機メーカー ササキ ヤンマー クボタ イセキ

播種様式 点 播 条 播 条 播 点 播

5/8幡種日 5/8 5/8 5/8

播種量 3.2 2.7 2.9 2.5

カルハ
・―粉粒剤16 カルハ・―粉粒剤16 カルハ

・―粉粒剤16 カルハ
°一粉粒剤1610 コーティン

2倍 2倍2倍 2倍

資材名 ケイカル ケイカル11 土づくり

施用量 (kg/10a)
20 20

側 条 側 条施用方法 全 層 側 条

ぶ な ぶ な ぶ な ぶ な
種類

施 用 曇 (L/1oa) 30 29 32 30

N成分量 (kg/1oa) 3.9 3.8 42 3.9

F'成分 量 (厳/1oa) 6.0 58 6.4 6.0

12 基 肥

K成分量 (饉/1oa) 5.4 5.2 5.4

溝きり 5/6. 5/8 5/6. 5/8

落水出芽 5/8～ 5/15 5/8～ 5/15 5/8～ 5/15 5/8～ 5/15

13 作溝・水管理①

芽干し 5/21～ 5/25 5/21～ 5/25 5/24～5/25 5/′ 24～ 5/25

苗立数 (本/ボ ) 41.1 51.4 71.6 51.514 苗立ち状況

(5/31言Fl覆壺) 苗立率 (%) 34.5 51.2 63.0 52.5

月 日
5/16 5/16 5/16 5/16

雑草防除①

薬部名 キックハ
・
イ1キロオ立斉1 キックハ

・
イ1キロ粒斉1 キックハ

・
イ1キロ粒剤 キックハ

・
イ1キロ粒斉1

月 日
5/29 5/29 5/29 5/29

15

雑草防除②

薬剤名 ラクタ
・―フ

・ロフロアフ
・
ル ラクタ

・―フ
・ロフロアフ

・
ル ラクタ

・―フ
・ロフロアフ

・
ル ラクタ

・―フ・ロフロアフ
・
ル

月 日
3/14 3/7 6/29 6/29

オリセ
・
メート粒剤

病害虫防除①

薬剤名 プラシン粉剤l フ
・
ラシン粉剤 オリセ

°
メー時立剤

3/21
月 日

3/20 3/20 3/21

16

病害虫防除②

薬剤名 スタークル粉剤 スタークル粉剤 フ
・
ラシンシ

・
ヨーカーDL常分斉1 フ

・
ラシンシ

・
ョーカーDL粉斉11

溝きり 6/17 6/17

6/10～ 6/15 7/9～ 7/18 7/9～ 7/18中干し 6/10～6/15

8/7～ 3/14 8/3～ 8/5 3/3～ 3/5

17 作溝・水管理②

中干し 3/5～ 8/12

3/15 3/1918 出穂期 3/18 3/16

19 備考 中干し(7/9～ 7/18)

雨のため効果なし

①
ササキ
点 播

②
ヤンマー
条播

l

l③
lクボタ

1条

播

l

l④
lイセキ

1点

播
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同 場 名 品 種・播 種 様 式

_二塁ユ旦

菫i(cm)

國巳30日

童 t(cm)草丈 (cm)

6月 20日

米泉① まなむすめ・点播 209 71.4 43 293 1091 60 361 398 2680 79 371

業泉(2) 支なま,す め・条 播 212 752 40 300 1375 58 384 392 3392 77 399

共泉(3:) ひとめぼれ4播 163 974 44 219 64 415 326 4698 83 3942276

米泉④ ひとめばれ ,点播 147 757 32 209 1667 54 428 351 4269 75 434

平 均 183 79.9 40 255 1602 5.9 397 367 3760 7.9 400

岡 場 名 品穂・播穏様 式

8月 l

菫t(cm) 喜薔て六ノ

“

) 彗 数 (壮 ) 車丈 (cm) 葉数 (枚 ) 菫t(cm) きむ(六/“ ) 葦 徴 (壮 ) 幼穂長(mm)

来泉(⊃ まなむすめ・点播 501 4519 9_5 40, 669 4390 107 41 1 825 4158 118 410 84

米泉② まなむすめ豪 播 515 4667 90 411 683 4342 102 379 751 3792 110 327 106

米泉③ ひとめばれ・条播 459 5695 95 391 620 5035 104 395 06 715 4868 113 352 180

共裏(a) ひとめばれ・点播 473 5536 89 406 678 4872 100 384 784 4694 107 350 52

平 均 48フ 5104 92 402 663 4660 103 392 06 769 4378 112 360 106

同 爆 名 品 種・播 藉 機 壼

8月 10日

菫 t rcm)

来泉 (↑ :) まなむすめ・点播 919 3823 130 354 20.0

米泉② まなむすめ・条糧 8■ 8 3200 126 293 190

夫裏0 7ト ルめ1壬九・基幡 76.5 3671 12.5 268 195

共泉0 ひとめばれ・点幡 816 454_9 12_3 302 175

平 均 830 381.1 126 30.4 :9.0

∞

８０

６０

４０

２０

０

（Ｅ
ｏ
）
メ
■

米泉地区 草丈の推移

6/!0 6/20 6/30 7/10 7/20 3/1  3/10

月日

|ニ
ニ
==サ ;キ

|―
・・―ヤンマー

|・

‐・・・クホ
・
タ

|― ――イセキ
|――――目標値

団
畑
ｍ
畑
佃
畑
劉
御
０

（モ
ヽ
長
）懇
相

米泉地区 茎数の推移

6/10 6/20 6/30 7/10 7/20  3/1  3/10

月日

|― ササキ |

|― ‐‐―ヤンマー|

|・
・・・・ クホ

・
夕 |

‐―――ィセキ |

[  日鰐 |

‐
ヽ ヽヽ
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宮城県における水稲直播栽培の状況

平 成 18年 8月 28日
官城県産業経済部農産園芸課

1 全国と東北の直播栽培面積の推移
宮城県は増加傾向,青森,岩手,秋田も増加したが,山形,福島が減少 したため,東北の合計では前年

,た。

単位 :ha

い。・ ′ ヽ
1■1・  k ノ はWCS等 を む 。

2 地域別直播栽培面積の推移
大河原,亘理,大崎地域で11治 加傾向。作業受託面積の増加による省力化及び作業競合の解消として取組

む11例 が見られる。
)|』 イ立:ha

地域 大河原 互理 仙 台 大崎 美 111 栗原 登 米 石巻
去 」́=/1｀

「
:

=上il

H12 12.3 11.0 32.4 5.9 39.2 14.1 31.8 22.5 171

H13 18.9 8.5 29.5 5。 7 74.3 32.7 28.4 31.l 1.3 230

H!4 19.8 7.5 24.4 6.4 71.9 27.7 19.6 21.4 0.8 199

H15 18.1 7.9 18.3 12.3 63.1 23.8 12.3 16.7 0.6 173

H16 24.2 12.5 10.8 29.2 81.1 22.3 7.4 28.4 0.6 216
H17 32.3 26.0 10.5 50.0 78.7 14.0 7.2 19.8 0.0 239
H18 43.0 27.4 12.6 67.1 59.8 9.0 11.9 22.3 0.0 253

宮城県 青森県 岩手県 秋田県 山形県 福島県 引こ 」ヒ 全 |コ

H12 171 12 18 151 555 730 1,686 8,911

H13 (322)
230

ｎ
ｖ
ｎ
υ

り
０
０
こ

(31)
26

(235)
214

(632)
629

(837)
806

(2.088)
l1934

(181網 )

H14 (278)
199‐

(62)
58

53
40

(35
30

１
ｌ
ｎ
υ

(765)
750

(968)
911

つ
０
９
●

47
25

０
０
０
０

38
20

民
υ
７
′

ｉ

ｎ
υ

H15 (251)
173

(91)
70

７
′
ハ
υ

０
０
０
０

466
380

(880)
848

.007
900

(2.781)
2i411

40
69

う
０
０
４

H16 (288)
216

ｎ
ｖ
ｒ
Э

ｎ
υ
０
０

′
”
０
０

(532)
461

926
903

064
019

(3,041)
2,766

(14.538)
13:195

H17 (289)

239
(126)

li3

45

9

(547)

482

(851)

844
(1,052)

999
(3,010)

2,767
05,694)
14,887

H18 (299)

253
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3 播種様式別の推移

湛水条播の取組が84%と 多数を占めているが,湛水点播の取組が増加傾向にある。

IX   ′)
上段 ;面 下段 ; (% )

H12 H13 H14 H i5 H16 H17 H18
湛水土壌中直橋 153.9

(90.1)

203.4

(88.3)

188.4

(94.5)

165.5

(95.6)

200.5

(92.6)

223.0

(93.5)

233.0

(92.l)

130.5

(76.

12.8

(7

10.6

(6.2)

190.6

(82.8)

5.2

7.6

(3.3)

175.2

(87.8)

9.6

(4.8)

3.6

(1.8)

157.1

(9().7)

7.8

(4.5)

0.7

(0.4)

190.

(88.

8.

(4.
1.

(0.

5

0)

7

0)

3

6)

208.4

(87.4)

13.4

(5.6)

1.2

(0.5)

212

(84

9

2)

2

2)

8

7)

18.

(7.

1.

(0.

乾田直播 16.9

(9.9)

26.9

(11.7)

ll.0

(5.5)

7.6

(4.4)

16.0

(7.4)

15.5

(6.5)

20. 1

(7.9)
=|_,il 171

(100)

230

(100)

199

(100)

173

(100)

216

(100)

239

(100)

253

(100)

4 栽培品種の推移

まなむすめが増加傾向。その他ではたきたてが平成 18年度に 1 3ha取組まれている。

注 :サ サニシキにはササニシキBLを含む。

品種名
IIIiT〔 (ha) 構 %

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H:υH12 H13 H i4 H15 H16 H17 H18
ひとめばれ 83.4 125.7 116.6 lll.l 159.3 192.9 163.5 48.8 54.6 58.5 64.3 73.6 80.9 64.6

まなむすめ 66.9 77.6 55.1 32.4 3L4 ll.6 60.6 39.1 33.7 27.6 18,7 14.5 4.9 24.0

ササニシキ 6.3 16.1 17.8 16.4 12.4 8.3 3.6 3.7 7.0 8.9 9.5 5.7 3.5 l.4

こころまち 4.5 0.8 4 2.1 0.3 0.0 0.0 2.7 0.3 0.7 2 0.2 0.0 0.0

その他 9.7 10.1 8.6 10.8 13.1 25.7 25.4 5.7 4.4 4.3 6.3 6.0 10.7 10.0
■ l.

,11 171 230 199 173 216 239 253 100 100 100 100 100 100 100
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「水稲直播栽培米」のアンケート調査について(御願い)

塁塁め二

直播栽培は、暖かくなつた頃に田んぼに直接種子を撒き、稲が持つている力を最大限発揮させて、自然の力で発芽
させる高度な栽培技術です。(全国の1%)

ハウスで育苗することなく、無理な増収を目指さず、肥料は控えめに撒きますので、稲に体力が付き、自然に任せて
育つていきます。その結果、病害虫の発生が少なく、農薬も少なくてすみ、自然環境にやさしい米作りができます。

米は、旬で収穫しますので、しなやかで、体にやさしく、粒子が大きく、シャキシャキした触感が楽しめます。

(宮城県の例 )

(直播栽培)        (移 植栽培 )

播種時期      5月             4月
育苗期間      なし           4～ 5月
収穫時期      10月            9月

乙 盈 二 副 噴

該当欄に○印を記入願います。
回答は、同封の封筒に入れ郵送または下記の加美よつば農協あてFAXのいづれでも結構です。

記入年月日:   年  月  日

01.性別: 男(  )女 (  )

02.年齢 :20-29( )30-39( )40-49( )50-59( )60-69( )そ の他( )

Q3.「直播栽培米」を聞いたことがありますか? はい(  )い いえ(  )

Q4."旬 "で収穫した米を食べたいと思いますか? はい(   )い いえ(   )

Q5.粒子が大きく、ご飯が"ふっくら"していると感じましたか? はい(   )い いえ(   )

Q6.:'シ ャキシャキ
″
した触感はありましたか?  はい(  )い いえ(  )

Q7.米 は、体にやさしい(消化吸収が良い、本来の味)と感じましたか? はい(  )い いえ(

08.米はフ分つきがが食味も良く、健康に良いのはご存知でしたか?  はい(  )い いえ(

Q9.農薬や化学肥料は「通常の半分以下」にした場合、印象は良いですか?は い(  )い いえ(

010「エコファーマー」の表示があれば、優先購入しますか? はい(  )い いえ(  )

Qll.今後、「直播栽培米」の米を食べたいと思いますか? はい(  )い いえ(  )

ん の で

ご協力ありがとうございました。

連盗土

加美よつば農業協同組合 営農販売部 農産振興課
〒981-4265 宮城県加美郡加美町字矢越220番地
T・EL: 0229-63-3761     FAX :0229-63-3768
担当者 :後藤 利雄 /今 野 幸弘

)

Copyright i Mikizo SAKURA:
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○質問・要望一覧

地 区
内容

仙 台
・初期害虫対策 (イネミズゾウムシ)について

・直播実施にあたつての行政支援 (市町村毎)の内容について

・播種機導入の際の支援について

登 米
・ラジヘリによる散播でも苗立ち率を確保できるか

・ホールクロップの場合はどうか

石巻

・大区画では均平をとるのが困難であり,そのために苗立ちのムラが出
てしまい,除草のタイミングが難しくなるケースがある。何か対策はない
か。
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1 気象及び生育経過

℃

平成 18年水稲直播展示ほの状況について

最高・最低気温

積算日照時間

積算降水量
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① 播種・苗立ち状況

播種 日は 5月 10日 前後で,出芽揃 日は 5

月20日 頃で平年より早かった。

(参考 平成 17年展示ほ結果 :出 芽揃日は

播種 22日 後,苗立ち数は 32.4本 /ぽ )

出芽状況については,一部では出芽ムラや

鳥害もみられたが,おおむね順調であった。

播種後の気温が 5月 5半旬まで平年より高め

に経過 したためと考えられる。

②生育中期

饉轟



6月 ・ 7月 は気温は平年を下回 り,日 照時間は平年より少なかったことから,草丈は短

く,茎数の増加は緩慢であった。最高分げつ期は 7月 1 0 Fl前 後と推測 される。

また,´部のほ場ではホタルイなどの雑草の発生が目立 った。

③出穂期前後

7月 下旬には低温注意報が発表され,低温少照傾向が続いた。幼穂の伸長は緩慢で,幼

穂形成期は7月 25日 前後と推測される。減数分裂期は8月 5日 ～ 10日 頃と推測される。

出穂期は8月 15日 から8月 22日 でほぼ平年並みであった。

幼穂形成期 減数分裂期 出穂期 成熟期

平成 18年 7月 25日 頃 8月 5～ 10日 8月 15日 9月 30日
平成 17年 7月 23日 8月  3日 8月 15日 10月 3日

平成 16年 7月 20日 7月 29日 8月 10日 9月 29日
※平成 17年,平成 16年は普及展示ほ (小泉)の データ

④登熟期から収穫期

出穂期以降の気象はおおむね良好で,登熟は順調に進んだ。一部のほ場は 8月 下旬の降

雨で倒伏 した。成熟期は 9月 30日 から10月 5日 頃で,ほぼ平年並みであった。

成熱期及び収量調査

得長 (cm) 穂長 (cm) 穂数 (本 /ぽ ) 一穂籾数 (粒 ) ぽ当籾数

(粒 /ボ )

平成 18年 78.0 17.1 415.6 55.8 23,188

平成 17年 86.8 18.1 408.5 59.8 24,447

平成 16年 87.5 19.2 517.8 72.4 37,489

千粒重 (g) 登 熟 歩 合

(%)

1.9皿以上玄米重

(kg/10a)

平成 18年 22.2 86.2 444

平成 17年 22.7 70.4 391

平成 16年 22.4 70.5 516

2 反省点及び課題

反省点 対   策   案

苗立数の確保 代かき後の落水,播種後の落水

鳥害

除草体系 草種を確認 して体系防除

倒 伏 ほ場の均平,溝きり,落水 。中干 し等の水管理,施肥
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各県における水稲直播栽培の取組状況及び今後の推進方策等について

青 森 県
1.水稲直播栽培面積の状況 (平成 18年産 )

(単位 :ha,%)

水稲作付面積
湛 水 直 播 乾 田 直 播 直播面積

合 計
直  播
普 及 率

(%)

直播栽培
目標面積

(22年 )

51,985

(暫 定面積)

104.5

(102)

101.9

(106)

1.1

(  1 7)

1.5

(前年取組

みなし)

19.2

(188)

0.0

( )

123.7

(110)

0.2

(100)

460

注 1

注2

直播栽培面積には、技術実証調査ほ場、試験研究ほ場の面積を含める (WCS用、子実前刈取用を除く)。

()は、対前年比を記入。

2.直播普及拡大へのこれまでの取組状況

① これまでの直播栽培への取組結果を踏まえて「青森型水稲直播栽培技術」(栽培マニュアル)

やリーフレットを作成し、啓発・普及に努めた。

② 「あおもり水稲直播栽培普及条件整備事業」 (県単 。平成16～ 19年)を実施し、直播は種機等
を導入して直播栽培に取り組む集団を支援した。

③ 県内8ヶ 所にモデル展示ほを設置し、現地検討会等を開催して技術の普及と啓発に努めた。

④ は種後落水管理による出芽、苗立の安定化やカルガモ等の食害防止技術の普及により、大規模

農家を中心に面積が拡大した。

⑤ 近年、作業受託を行っている集団が、育苗の手間が省略できる直播栽培への関心を高めて

おり、そういった集団での直播栽培面積が増加してきている。

⑥ 乾田直播栽培については、低コスト栽培に関心のある1農業生産法人が昨年から取り組ん

でおり、今年は面積を拡大した。

⑦ 点播を行っていた農家が今年から一部条播に切り替えたため、点播の面積が減少した。

3.直播普及拡大への今後の取組方策等

取組事項 問 題 点・課 題 具体的な取組方策

技術の普及

啓発活動

① 直播栽培は、農家の関心が高いも

のの、寒冷地とい う条件下での生産

の安定性に不安があることから、一

部の農家で取 り組まれているに過ぎ

ないため、さらに農家の啓発に努め、

取組みを拡大 していく必要がある。

② これまでに得られた知見を基に、

寒冷地条件下での苗立の安定化や鳥

害防止技術の組立実証を行い、技術

の普及を図るとともに、直播栽培向

け品種の開発に継続 して取 り組む必

要がある。
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① 今後も普及展示ほを設置して、栽

培管理や生育等の状況を調査検討し、

直播栽培に関心がある農家を啓発し

ていく。

② 本年度作成 した栽培マニュアルを

活用し、面積拡大を図っていく。

③ 昨年度に引き続いて、あおもり水

稲直播栽培普及条件整備事業 (県単H
16～ 19)を 実施 し、は種機等の導入

に対して助成する。



各県における水稲直播栽培の取組状況及び今後の推進方策等について

岩 手 県

1.水稲直播栽培面積の状況 (平成 18年産 )

(単位 :ha,%)

注1:直播栽培面積には、技術実証調査ほ場、試験研究ほ場の面積を含める (WCS用 、子実前刈取用を除く)。

注2:()は、対前年比を記入。

※ 1 不明10haを含む。

※2 目標は、WCS用 。子実前刈取用も含む全直播栽培面積。

2.直播普及拡大への これまでの取組状況

「水稲直播モデル事業」により平成 14年度から16年度までの 3年間、「直播支援センター」を県

内 3ヶ 所 (紫波町、花巻市、水沢市)に設置 し、播種機、種子コーティング機の貸 し出し、新規

栽培者に対する指導を行 うとともに、「いわて直播栽培米研究会」の活動支援を行い、推進を図っ

てきた。

その結果、平成17年 の本県における直播面積は144haで、平成11年度の13haに対 して、10倍以

上の大幅な伸びを示 した。地域別では、北上川下流地域の伸びが著しく、特に胆江地方では圃場

整備地区での主食用米への取 り組み、一関地方では転作組合による稲発酵粗飼料に利用する取 り

組み等が行われている。

3.直播普及拡大への今後の取組方策等

取組事項 問 題 点 口課 題 具体的な取組方策

生育及び収量の安

定化

技術情報の効果的

な伝達

雑草問題等、生育状況に応 じた

栽培管理技術の確立。

直播経験が浅い経営体の場合、

技術面での不安により生育不良

年の翌年は面積を縮小する傾向

がある。

研究センターで、作期拡大に向けた

課題への取組。

直播栽培技術の情報交換会、研修会等

の開催。
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水稲作付面積

湛 水 直 播 乾 田 直 播 直播面積

合 計

直  播

普 及 率

(%)

直播栽培

目標面積

(H221F)

60,000

(0.99)

71

(0.80)

48

(0.82)

18

(0.61)

5

(10)

2

(0.91)

0

(0)

83※
]

( 0.92 )

0.2

(0.91)

350※
2



各県における水稲直播栽培の取組状況及び今後の推進方策等について

1.水稲直播栽培面積の状況 (平成 18年産 )

(単位 :ha,%)

直播栽培面積には、技術実証調査ほ場、試験研究ほ場の面積を含める (WCS用、子実前刈取用を除く)。

()は、対前年比を記入。

注 1

注2

2.直播普及拡大へのこれまでの取組状況

直播面積の増加理由については,受託面積が増加 した部分を省力的に実施するため及び複合経

営農家における作業競合を解消するために取 り組む事例がみられるが,出芽・苗立ちが安定しな

いため取 り組みをやめる事例がある。

そのため,取 り組みを支援 し,普及定着を図るため以下の取り組みを行っている。

・県内の主要な地域に水稲直播栽培展示ほを設置 し,技術指導の拠点として活用 している。

・5ha以上の団地化又は農地集積を行 う農家等に対 して 3年を限度に10a当 たり2,000円 を

限度に助成を行っている。

・推進大会を開催 し,農家及び農協等の取 り組みの推進を図った。

3.直播普及拡大への今後の取組方策等

取組事項 問 題 点・課 題 具体的な取組方策

良質米生産技術

の早期確立 播種後の水管理 (落水管理の徹

底 )

苗立ち率向上

鳥害対策

雑草防除 (除草剤の処理時期 )

以下の技術項 目の指導徹底

酸素供給剤の適正使用,加温出芽 ,

落水管理の徹底により苗立数 80～ 1

00本/ポ を確保

均平技術の向上

水のかけひきやテグス糸などの使用

除草剤の適正使用
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水稲作付面積

湛 水 直 播 乾 田 直 播 直播面積

合 計

直  播

普 及 率

(%)

直播栽培

目標面積

(H22年 )

79578

(   100  )

233

(  104 )

213

( 102)

18

(   138)

2

(  200)

20

( 125  )

0,7

( 70)

253

(  106  )

0.3

( 107)

1000

宮 城 県



各県における水稲直播栽培の取組状況及び今後の推進方策等について

1.水稲直播栽培面積の状況 (平成 18年産 )

(単位 :ha,%)

注 1:直播栽培面積には、技術実証調査ほ場、試験研究ほ場の面積を含める (WCS用 、子実前刈取用を除く)。

注2:()は、対前年比を記入。

2.直播普及拡大へのこれまでの取組状況

(1)作付面積の推移

匡コ 面 積

(ha)

一 経 営 体
355

388
318

268
227

144
176 167

H9 H10 Hll H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

(2)これまでの取 り組みと成果、今後の対応

600

500

400

300

200

100

0

500

400

300

200

100

0

水稲作付面積

湛 水 直 播 乾 田 直 播 直播面積

合 計

直  播

普 及 率

(%)

直播栽培

目標面積

(22年 )

94,600

(100)

484

(111)

426

1119)

44

{69)

14

174)

23

196) |― )

507

(105)

0.5

(100)

10,000

5

0
8

8 0

年   度 目 的 成果 (■ )と課題 (● )

H8～ Hll 直播栽培を普及するうえで必要

な技術データの収集と取りまとめ。

■ 初めて 「水稲直播栽培指針」を策定。

● 各実証地域で収量にバラツキが生じており技術的

な解明が必要。

H12～ H14 収量の安定化を重点課題として

実証ほを設置。

■ 直播における適応品種として 「あきたこまち」、

「でわひか り」を選定し、収量の安定化に向け一定

の技術が確立。

● 本格的な導入に向け、経営上のスケールメリット

の検証が必要。

H15～ H17 複合経営や大規模経営の中での

メリッ トや一定規模以上での直播

導入効果を検証。

■ 経営費や労働時間の削減効果を具体的な数値を把

握。

● 大規模経営体における一定規模以上での導入と複

合化の推進が必要
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3.直播普及拡大への今後の取組方策等

秋 田 米 総 合 支 援 対 策 の 実 施 (H18～ H22 ※別紙資料参照)

目 標

集落営農組織等の大規模経営体 1,000経営体に導入を推進し、平成 22年度まにlo,ooohaに拡大

対策の骨子

(1)移植並の収量が確保できる技術の普及

(2)大規模経営体のモデル事例の育成

(3)播種機等の導入支援と播種作業の受委託促進

(4}直播栽培の普及啓発

取組事項 問 題 点・課 題 具体的な取組方策

① 移植並の

収量が確保で

きる技術の普

及

① 移植栽培と比較し単収が10%
程度低く、収量が不安定

☆ 栽培の要所 (播種から30日

出芽、雑草、鳥害)を 濃密に

指導する体制が必要

① 移植並の収量を確保できる技術を指導す

るため、各地域振興局ごとに「直播推進員」

を委嘱するとともに、「直播実証ほ」を各地

域振興局に 1カ 所設置し、当該ほ場を会場

に講習会を開催。

② JA営農指導員等を対象に直畳:技術向上

2と奎Ω二重壁重量壁亜丞主2Zン ピ班墜
会」を8回開催し指導技術を向上。

③ 水田総合利用課のホームページに「水稲

直播栽培情報コーナー」を開設し、実証ほ

の生育や技術のポイントを公開。

④ 均一なコーティング種子を供給するため、

JA育苗施設での生産体制の確立。

⑤ 低亜レ⊆墜と進_EL∠

'」

:」

`聾

生:も_菫と亜:髪≧

`=聖

1堕:

I劉墜蜜二直量量生 Z菫堕塗⊇二と塵 蜜2止

ユ。

⑥ 直播栽培推進リーフレット・指導マニュ

アルを作成し現地研修会等で活用。

② 大規模経

営体のモデル

事例の育成

② 経営の中でのメリット性が不

明確

★ 集落営農組織等の大規模経

営体の優良事例の育成が不可欠

⑦ 大区画ほ場整備地区を主体とする集落営

農組織等を対象に重点濃密指導地区を設置

し、普及拡大推進活動を展開 (H18～ H19

42地区)。

③ 播種機の

導入支援 と播

種作業の受委

託を促進

③ 専用の播種機やコーティング

マシーンなどの資本装備が必要

★ 設備投資への負担が大きく

導入への支援対策が必要

③ 星翌 塞三二 堕 主主_三二気ム」旦塾:土● :

夢プラン応援事業」)や制度資金により移植

と直播が可能な複合田植機等の導入を支援

し、播種作業の受委託を促進。

④ 直播栽培
の普 啓発

④ 多くの農家は移植と比較し技

術が未確立と認識

☆ 直播への理解を深めるため

の対策が必要

⑨ 種苗交換会等に「直播栽培拡大ブース」

を設置するなど普及啓発を積極的に展開。

⑩  「東北ブロック直播現地検討会」を本県

で開催し、他県の優良事例や技術に関する

情報交換を実施。
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秋 田 米 総 合 支 援 対 策

施策の体系

H18～ H22

実施期間

施策の対象

域の担い手
等S・ A米シェア

★「おいしさ日本一」をめざし、秋田米
の魅力を100%引き出します。
★時代を先取りする「秋田スタイル」の
米生産体系を確立します。

生産振興対策

よる担い手

に

1等日米シェア80ヽ→60ヽ

一 般 農

流通・販売対策

★秋田米の生産・流通販売戦略の

推進拠点を設けます。
★秋田米の販路拡大をサポートしま
す。
★おいしい秋田米を提供する体制づ

くりに取り組みます。

★「ヤル気を応援」おいしい米づ〈
りなどに向けた意識を情勢
★「遅れをとるな」新たな需給調整
システムヘの円滑な移行を進めます。

需給調整対策

秋田米総合支援対策 (生産振興)

基本の3本柱 平成22年までに

農業試験場で開発した高品質・良食味
米生産技術を普及拡大し、一等StA米
生産拡大を推進

農葉試験場で確立した「いもち病・カメ
ムシ省力型防除体系」の浸透や「エコ

ファーマー」等の育成により環境に優し
い技術の普及面積を拡大

直播栽培のメリットが高い集落営農組
織等を対象に濃密指導を展開し、モデ
ル地区を育成するほか、夢プラン事業
や制度資金等を活用し、播種機の導入
を促進

対策の概要

おいしさ
1等 S・ A米のシェア

40%以上を確保

安全・安心
環境にやさしい技術普及面積

のシェア80%以上を確保

低コスト
直播栽培面積10,000haを達成

※1等S米 ～ 整粒歩合80%以 上、

たんばく含有値62以下の米
※1等 A米 ～ 整粒歩合80%以 上の米

※環境にやさしい技術
いもち病省力型防除法、エコファーマーに
よる栽培等
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対 策 の 概 要

●高品質凛良食味米生産技術の実証

農業試験場の実証試験で、高品質良食味米生産に影響している稲の有効な穂は、主茎
及び第3号から第6号一次分げつが主体であり、そのための栽培方法として、育苗全量
施肥密植栽培であることが判明しました。県では、現地実証を行い、県内への普及拡大
を計画しております。

分げつ発生次位・節位理論による高品質・良食味米安定生産マニュアル

1 強勢茎主体の穂数確保と有効茎歩合の向上
第3節 1次分げつ発生促進技術と第7節以降の1次分げつおよび2次分げつの発生抑制技術を各地

域の上壌や気象環境の違いにより組み合わせる .

第3節 1次分げつの発生促進技術

健苗の育成,適期田植え

側条施肥技術

第7節以降の1次分げつおよび2次分げつの発生抑制技術

最高分 |

3.登熟期間の栽培管理による品質低下の防止

登熟期間の適切な水管理による登熟の促進・適期刈り取りによる品質低下の防止

+
中干し(8.5葉 期以降)

深水処理 (8.5～ 9.5葉期,水深
密植 (80株 /坪 )

曹苗箱全量施肥

， ■

，
Ｆ

ラヽ
・́

，
・

・‘

´

`.

2.幼穂形成期の栄養診断による適正な籾数の確保

●いもち“カメムシ省力型防除体系の推進

農業試験場が開発した省力防除体系を推進します。

出穂期10日 後

ネオニコチノイド剤

①箱施用(Drオ リゼ等)

②側条剤 (オリゼ顆粒等)

③水面施用剤(オリゼ粒剤)

※ 上 れ かい

カメムシ

(1回 のみ )

穂いもち葉いもち

出穂期～7日 後
ラブサイド・ビーム等

ヽ育 苗 期

デラウス・

ウイン
■田E

口困■
|■●ヽ
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集落営農組織への普及拡大を図るためには、集
落営農組織等を主体とする濃密指導地区を地域
のモデルとして育成し、周辺への波及を図る。

濃密指導地区をモデルとして重点育成

播種から30日 までの技術指導の徹底

収量に大きく影響する播種から30日 までの技
術指導を徹底し、移植との収量較差を解消。

面積の拡大と収量の安定確保を図るためには、

播種精度の高い播種機の導入が不可欠。

播種機の播種精度や落水出芽等、ここ数年で技
術は大きく改善されているが、多くの農家は過去
の失敗例を直播のイメージとして捉えている。

各JAや市町村と連携し、集落営農組織に対する徹底

指導を展開する。

■ 直播推進員の直播実証ほを会場に「見て修得す

る研修会」を随時開催。
■ 作況ニュース等を活用し、生育ステージごとの指

導を徹底。

■ 夢プラン事業や制度資金を活用した導入を支援。

■ JA全農あきたで最新の播種機を貸し出しと実演

により導入を啓発。

■ 東北ブロック現地検討会・種苗交換会・実績検討

会を通じ、直播栽培のメリットや改善技術のPR活動

を展開。必要に応じてマスコミ等を活用。
■ 作付予定者に対する徹底指導。

散 播

乾田

条播
4%

淡雪こまち

、lヵ差
その他

1%

あきたこまち %

中央,

24%

作付面積シエアは県南が最も高い

m2

561
511

直播栽培習熱農家は移植以上の収量を
確保

めんこし

2%
%

品 種

品種別作付面積では、あきたこまち
が最も多い

労働時間 (hr′ 10a)

□その他作業
″VV

□春作業  400

300

200

100

移 植

移植の労働時間と比較し、30%削減
され、春作業時間 (田植え等)に限ると
フ0%縮減

―←―経営体  355
8

227

直播面積は増加し、1経営体あたり
の導入面積は1.4ha

県北,

16%

点播
9%

Eコ 面積
(ha)

作付面積

播

%県南,

60%

450

400

350

300

250

200

150

100

50

0

588

kノ 101

単収 (kg′10a)５ｏ

ｍ

５ｏ

ｍ

５ｏ
487

554

530

388  374

ｍ

２５

２ｏ

∵

”

５

268
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播種機の導入促進と播種作業の受委託推進

直播栽培の啓発普及対策の展開

作付シェア
播種様式

播種様式は、湛水条播が最も多い

習熟農家

移 植

177

16.6

10.5

31

H15 H17 直 播 0

Hヽ 3 H14 H15 H16 H17 H18

.I.■
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各県における水稲直播栽培の取組状況及び今後の推進方策等について

山 l日
冽ヽ

1.水稲直播栽培面積 の状況 (平成 18年産 )

(単位 :ha,%)

直播栽培面積には、技術実証調査ほ場、試験研究ほ場の面積を含める (WCS用 、子実前刈取用を除く)。

()は 、対前年比を記入。

注 1

注 2

2.直播普及拡大へのこれまでの取組状況

(1)平成 18年水稲直播栽培面積は 782.lhaで 、前年 844。 lhaよ り62ha減 少

した。栽培農家は611戸 で、前年 596戸 を上回った。

(2)庄内地域、特に旧鶴岡市における減少が顕著であり県全体の減少に結びついた。栽培農家

が増加 したのは酒田地域特に遊佐町での増力日 (飼料米)が顕著である。

(3)播種様式による面積の増減については、点播が全体の67%と 変動は少ないが、条播の面

積が減少 した。散播は、約 20ha増 加 した。

(4)品種別の面積は、はえぬきが約 90%を 占めている。

(5)経験年数に関しては、 6年以上の人は前年並の面積を確保 しているものの、初年 目の栽培

者が近年少なくなっている上、 5年以内の栽培者の面積が減少している。

(6)栽培面積が減少 している原因については

①昨年出芽期が低温であったため、出芽まで時間がかかるとともに、出芽が良くなく、収量

品質に影響があったため、面積を縮小 した農家があった。

②技術的には、雑草の残による生育不安定さが、減少の原因となっている。

③播種機への補助事業などが採択 されにくくなつているため、新規に播種機を導入 している

農家が少ない。

3.直播普及拡大への今後の取組方策等

水稲作付面積

湛 水 直 播 乾 田 直 播 直播面積

合 計

直  播

普 及 率

(%)

直播栽培

目標面積

(22年 )

(  71,700 )

776.5

(841.5)

164.6

(239.1)

527.8

(536.9)

84.1

(65.5)

5.6

(2.6)

4.7

(1.4)

782.1

(844.1) (1.8)

2,000

取組事項 問 題 点・課 題 具体的な取組方策

・直播栽培農家の
組織化 。ネットワ
ーク化

・生産者組織主体のネットワーク化 ・県米づ くり運動の中で実施
→農業技術普及課を中心にネットワーク化
を推進する

・新技術の実証展
フ下

・鉄コーティング種子の現地実
証ほの設置

・県米づ くり運動の中で実施

・直播栽培技術の
推進

・規模拡大農家、園芸主体農家
への導入推進

・県米づ くり運動の中で関係機関が一

体 とな り、普及すべき農家を絞 り込み
ながら推進を図る。
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各県における水稲直播栽培の取組状況及び今後の推進方策等について

福 島 県
1.水稲直播栽培面積 の状況 (平成 18年産 )

※平成 18年産数値は速報値 (}淳イ立 :ha,%)

水稲作付面積

湛 水 直 播 乾 田 直 播 直播面積

合 計

直  播

普 及 率

(%)

直播栽培

目標面積

(  年 )

79,670

(  96.3  )

906

(94.7)

353

(87.4)

529

(97.6)

24

(218.2)

39

(95.1)

27

(87.1)

945

(94.7)

1.2

(― )

10,000

(22年 )

注1:直播栽培面積には、技術実証調査ほ場、試験研究ほ場の面積を含める (WCS用 、子実前刈取用を除く)。

注2:()は、対前年比を記入。

2.直播普及拡大へのこれまでの取組状況

(1)主な取組の状況

① 直播栽培の集団化・団地化

地域 ぐるみの取組みにより集団化を図り、農地の流動化促進による経営規模拡大、担

い手育成と一体的に推進 した。

[低 コス ト・省力化米づくり促進事業 :直播団地規模や取組内容に応 じて助成を実施]

② 推進対象の明確化、栽培技術の高位平準化

ほ場整備実施地区、集落営農推進地区など導入効果が期待される地区を重点化 して推

進 した。また、関係機関・団体と連携のもと技術支援を強化した。

[水稲直播栽培支援センター設置事業 :支援センターを 18地区に設置、各地区に重点

推進地区を設定し重点的な推進と直播栽培実施者に対する技術支援を実施 ]

③ 直播栽培導入拡大のための条件整備支援

直播栽培実施・拡大に必要な機械導入、ほ場均平化を支援 した。

[売れる米づくり条件整備事業 :機械導入助成を実施 ]

[水稲直播栽培生産安定対策事業 :ほ場均平助成を実施]

(2)直播栽培の増減 。定着の要因等

① 直播栽培を開始 。または拡大する動き

平成 17年度の優良事例をもとに地区支援センターが直播栽培導入の推進を展開し、

ほ場均平を併せて行 うなどにより、拡大や周辺地区への波及が見られた。

また、畜産農家の飼料増産と米の生産数量 日標を考慮 し、イネWCSの 栽培をより省

力的に行 うため直播栽培を新たに開始、または、その作付けを拡大 した。

② 新たな作物・栽培方法を選択し直播栽培を縮小する動き

品目横断的経営安定対策を見据えて、直播栽培による水稲作付の一部を大豆作付けに

切 り替えたり、新たに特別栽培を行 うため、除草剤の削減が困難な直播栽培を止め、移

植栽培に切 り替えた。

③ 技術的な課題により中止・縮小する動き

イネWCS生 産では使用できる農薬が限られているため、雑草や害虫の発生が課題と

なってお り、中止または一時的に移植に切 り替えた。

また、平成 17年度の播種後の低温による苗立ち不足や、雑草の発生等の技術的課題

のため、移植栽培に切 り替えた。
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3.直播普及拡大への今後の取組方策等

取組事項 問 題 点・課 題 具体的な取組方策

(1)直播栽培を

活用した地域稲作

構造の再編

。経営規模の拡大や集積を伴わな

い試行的な取組み等については、

導入 目的が不明確なため、導入メ

リッ トが実感 しにくいこと等から

技術習得意欲が低く、移植栽培 と

の単年度の収量比較で、移植栽培

に戻る事例が多い。

①集落営農重点推進集落やほ場整備

地区への支援活動等により、農用地

利用計画への反映と集落営農等での

取組を推進する。

②水稲直播栽培支援センターと関係

機関が連携 し、規模拡大志向農家等

を対象にして、農地の利用集積促進

と併せた直播栽培を活用した稲作規

模拡大を推進する。

(2)直播栽培技

術の高位安定化

・移植栽培 と比較 して、除草剤の

選択肢や作業適期幅が狭 く、高い

作業精度が要求 されるが、一方で

慣れや安定技術の省略による出芽

不良や雑草の発生、減収を招 くケ

ースが見 られる。

①水稲直播栽培支援センターを中心

とした高位安定化技術・作業機械の

普及拡大と、作業機械の調整活動、

土地利用調整活動の強化を行い、直

播作業受託組織の育成と直播栽培技

術の高位安定化を図る。

②ほ場均平の実施を促進 し、直播栽

培の高位安定化を図る。

③水稲直播栽培支援センターを中心

に、直播栽培による特別栽培導入等

新たな技術的課題への対応を支援す

る。

-65-



3。 鳥害対策等の実情 と事例 について

東北農業研究センター 東北飼料イネ研究チーム 関矢博幸、矢治幸夫

岩手大学 東淳樹、森林総研東北支所 鈴木祥悟

1.は じめに

水稲直播栽培は、水稲作の規模拡大や低コス ト栽培の有力な手段として導入が進められている。し

かし、直播栽培は、播種してから移植苗と同じくらいの大きさになるまでに様々な阻害要因が働くた

め、移植栽培に比べて不安定要素が多い。対策が困難である阻害要因の一つが、鳥類による種籾や幼

苗の食害や踏みつけ等の鳥害である。湛水状態ではカルガモやカラス、乾田状態ではスズメ、カワラ

ヒワ、カラス等の被害が発生する場合がある。近年の傾向では、落水管理技術の普及に伴いカルガモ

の被害事例が減少し、スズメ、カラスの被害事例が目立つようになっている。

2.直播栽培における鳥害防除が困難な理由

鳥害の防除は、空からの進入を防がなければならないこと、また鳥がすぐに対策に慣れてしまい効

果が持続 しないことから一般的に難しい。直播栽培の場合、直播技術の導入目的が低コス ト化にある

ため、鳥害対策も簡便で低コス トであることが必須であり、その上で、lhaを超える大区画圃場など

の広い範囲を防除しなければならない。また、被害発生の早期判断が困難でかつ被害が集中して発生

する場合が多いこと、鳥害圧 (生息数や餌の要求度など)により防鳥対策の効果が一定ではないこと、

防鳥対策を長期間実施しなければならないこと (特にカルガモについては夜も対策が必要)、 一部の

圃場で追い払っても他の圃場で加害する可能性があることなども、直播栽培での鳥害防除を更に困難

なものにしている。

3.カルガモ被害のハザー ドマップの作成

鳥害防除は、直播圃場の周辺にどのような鳥が生息し、どのような被害が予想されるかを明らかに

したうえで対策を立てる必要がある。岩手大学と東北農研では湛水直播での主な加害鳥であるカルガ

モを取り上げ、被害が発生する繁殖期に水田地帯の生息状況を調べ、その地域の水田の被害程度を予

測するハザー ドマップの作成を試みた。生息密度と土地利用割合との関係を分析した結果、生息密度

は、一定範囲内の水田以外の農用地 (牧草地、畑、果樹園など)の面積割合、さらには緑の多い住宅

地の面積割合と強い正の相関が認められ、営巣しやすい緑地のある場所では生息密度が高かった (東

ら 2004)。 カルガモの生息密度が高いほど被害率が増加する傾向があり、生息密度と土地利用の関係

分析から生息密度予測モデルを構築し、岩手県と宮城県におけるハザー ドマップを試作した (図 1)。

ハザー ドマップと繁殖期の生息数調査を併用することで、より精度の高い被害予測ができるようにな

ると考えられる。

4.鳥害対策の事例

これまで、東北農研 (盛岡市)の湛水直播圃場において、カルガモ、スズメ、カワラヒワ等を対象

に、様々な鳥害対策を実施し、それらの効果を検討してきた (鈴木ら 1998、 関矢ら 2004)。 検討し

た対策は、テグス、ポリエチレンテープ張り等の物理的方法、爆音器、ロケット花火、ディス トレス

コール (遭難声)放鳴、発光装置等の音や光による追い払い、各種忌避剤による化学的方法、落水管

理等の耕種的方法などである。テグス張りでは、60～ 100a程度の大区画圃場用として 8本のテグスを

一度に展開できる省力器具の開発も行った。しかし、追い払い対策では、いずれもその効果は圃場の

場所や年度、対策の時期により大きく異なり、確実に鳥害を回避できる効果が認められた手法は無か

った。

カルガモに対して安定な効果が認められた鳥害対策は、落水。浅水管理を柱とした耕種的防除法 (高
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木 2000)で あった。この技術は、カルパーコーティング種子をlcm前後の深さに播種し、出芽始期か

ら出芽揃頃 (10～ 14日 程度)ま で落水管理を実施し、さらにその後も浅水管理を継続する栽培法であ

り、特殊な機具や機材を用いずに通常の栽培管理の技術の中で実施できる。

近中四農業研究センターで開発された鉄コーティング種子を利用した湛水直播栽培法は、落水時の

スズメ害回避に顕著な効果が認められ、テグス設置と併せて鳥害が軽減した (図 2)。 さらに、鉄粉

コー ト種子は、暗視カメラによる夜間の行動観察でカルガモに対してもある程度の忌避効果が認めら

れている (渡邊 2006)。 大仙地区では、直播栽培に適した良食味米新品種「奥羽 382号」を鉄コーテ

ィングして湛水表面播種試験を行い、鳥害も無く、安定な苗立ちで高い収量を得ている。

5.ま とめ

直播栽培の鳥害対策としては、まず加害鳥の種類と生息密度を明らかにして直播適地であるかどう

かを判断する必要があり、カルガモの場合であれば生息数の少ない地域の生息域から離れた田で実施

するのが基本である。やむを得ない場合には、食害を受けにくい耕種的対策を基本とした丁寧な播種

や水管理を実行する必要がある。飛来防止対策では、鳥の慣れが生じない周期 (5日 間程度)で簡便

な対策を組み立てる。また、地域内のどこかの圃場で一定の被害がでることはやむを得ないものとし

て、共済制度等の相互扶助的な補償を行うなどの取り組みが必要であると考える。
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図2 条播栽培における鉄コーティング種子の

鳥害防除効果 (供試品種 「べこあおば」、2005年 )

図 1.岩手県、宮城県の水稲直播栽培圃場を

対象としたカルガモ被害ハザー ドマップ

引用文献

1)東 淳樹・辻 華繊・奥山智子・佐藤太郎 (2004)東北地方の水田地帯におけるカルガモの生息状況

とそれに及ぼす要因。日本鳥学会 2004年度大会講演要旨集,71.

2)鈴木祥悟・亀川健一・伊澤敏彦・谷本岳 水稲直播栽培における鳥害防除 (1998)植 物防疫,52(9),

385～ 388.

3)関矢博幸・荻原 均・鈴木祥悟 (2004)水稲湛水直播栽培における播種時期別のカルガモ加害圧の変

動と防除法の効果,東北農業研究,57,33-34.

□苗立数

■穂数

■
■
■
■
■
■
■

Ｆ
ト
ー
ー

ー
ー
Ｊ

Ｉ
Ｊ
旧
旧
旧

「

　

一
日
Ｆ

1

¬
・ (

．１
１
ヨ

「

・

一　
一
　
，一
Ｌ

・

　

●

％

％

―

～
■

　

％

の

１５

”

く

一０
い
コ
ー０．
・５．
か

■
目
□麒饉ロ 嵐

-67-

"資
´



4)高木哲夫 (2000)水 稲直播栽培におけるカルガモ被害軽減対策。今月の農業, 9,20-24.

5)渡邊寛明 。木村勝一 。吉住佳与 。山口弘道 。河本英憲・荻原均 (2006)飼料イネ品種 「べこあおば」

の鉄コーティング種子を用いた湛水直播栽培における出芽・苗立ちと鳥害回避効果。東北農業試験研究,

59.

-68-



編集後記

12月 5日 公表の平成 18年産水稲の作柄は、作況指数が全国平均で 96、 10a当た

り収量は 5 0 7kg、 収穫量は854万 6,000tと なりました。これは登熟はおおむね順

調であったが、九州を中心に台風第 13号による潮風害等の被害が発生 し、登熟が抑制さ

れたことによるものです。

当研究会が重点的に指導に入っている、官城県の JA加美よつば直播栽培研究会の直播水

稲はほぼ移植並みの収量とい うことで、直播栽培 1年 目にしては大変良い成績を上げまし

た。また、新潟県の JA越後中央岩室支店管内の岩室水稲直播研究部会でも、本年はほぼ移

植並みの収量を上げ、 3年 目にして目的を達成することが出来ました。 1年 目は台風によ

る白穂の発生により、 2日 日は播種後の低温による出芽の低下により、目的の収量には達

しませんでしたが、皆さん諦めることなく頑張ってきました。今年の反省会では両地区と

も皆さんの喜ぶ顔を見ることができ大変 うれ しく思いました。

会誌 23号では、本年 8月 28日 に宮城県加美町で行われた、JA加美よつば地区現地検

討会の紹介を中心に、東北農政局の主催で 8月 30～ 31日 に秋田県横手市で開催された、

平成 18年度東北地域水稲直播等低コス ト技術推進会議等に係る現地検討会について紹介

いたしました。また。水稲直播研究会顧間の鷲尾 養氏からは、わが国の水稲直播栽培の

推移等を含めた「わが国の湛水直播栽培について」を寄稿いただきました。

なお、現地検討会の開催に当たりましては、多くの会員の皆様、宮城県及び加美町の関

係者の方々のご協力をいただきました。また、本会誌の発行にあたり、多くの方々より資

料等の提供をいただきましたましたことを併せて、厚 くお礼申し上げます。

(平岩 進)
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